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「北区基本計画２０１５」及び「北区経営改革プラン２０１５」の 

改定のための検討会 第４回 議事録 

 

日 時：平成３０年１２月２５日（火）午後６時３０分～午後９時２５分 

 

場 所：北とぴあ１４階 スカイホール 

 

１ 開  会 

 

２ 関係部長紹介 

 

３ 第２回検討会議事録について 

 

４ 議  題 

  （１）第２分野（産業振興、地域振興、文化振興、生涯学習、生涯スポーツ、教育、

国際化、男女共同参画）について 

  （２）その他 

 

５ 閉  会 

 

出席者 北原理雄会長    加藤久和副会長 

      岩崎美智子委員   八木裕子委員    藤井穂高委員 

      大塚麻子委員    小澤浩子委員    尾花秀雄委員 

      鈴木將雄委員    田辺恵一郎委員   永沢 映委員 

      和氣よしえ委員   渡辺秀一委員    織戸龍也委員 

      金澤達也委員    櫻井寛己委員    野村真美委員 

 

質疑応答 

○会長 

  皆さん、こんばんは。これから第４回の検討会を開催します。 

  きょうは、第２分野ということで議題が設定されています。 

  第２分野は、産業振興、地域振興、文化振興、生涯学習、生涯スポーツ、教育、国際

化、男女共同参画を基本政策に掲げる分野です。 

  皆さん、どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、次第に沿って進めていきます。 

  まず、２番目の関係部長の紹介をお願いします。 

 

○区 

  政策経営部長の中嶋です。年の瀬のお忙しい中、皆様お集まりいただき、まことにあ

りがとうございます。本日もどうかよろしくお願いいたします。 
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  それでは、本日の議題に関係のある所管部長を紹介させていただきます。 

 

  まず、中澤総務部長です。 

浅川地域振興部長です。 

田草川教育振興部長です。 

  木村学校適正配置担当部長です。 

  都築子ども未来部長です。 

 

  本日関係の部長は以上の５名でございます。 

  本日の議論の中で、所管の部長としてのご発言をいただく場合もあるかと思います。

どうかよろしくお願いいたします。 

 

○会長 

  それでは、関係部長の皆様、よろしくお願いいたします。 

  次に、次第の３番目、第２回検討会の議事録について説明をお願いします。 

 

○区 

  はい、事務局です。こんばんは。本日もよろしくお願いいたします。 

  本日ですが、席上に第２回検討会議事録、未定稿のものでございますが、配付をさせ

ていただいております。本日は大変恐縮ですが、お持ち帰りをいただきまして、内容を

ご確認いただきまして、修正が必要な場合には年明け１月１０日木曜日までに事務局に

ご連絡をいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。以上です。 

 

○会長 

  議事録についてはお持ち帰りいただいて、目を通して、修正箇所があれば、１月１０

日までに事務局にご連絡をお願いします。 

  次に、資料の確認をお願いします。 

 

○区 

  それでは、資料の確認をさせていただきたいと思います。皆様に事前送付いたしまし

た資料でございますが、まず本日、第４回目検討会の次第でございます。 

  次に、資料の１番といたしまして、検討会資料の見方、資料の２番、こちらはパワー

ポイントの個別資料ということでＡ４判、Ａ３判のものになります。２－１から２－９

の内容、３６ページまでございます。 

  次に、資料の３番といたしまして、本日第２分野の用語集でございます。 

  そして、資料の４番といたしまして、施策体系図新旧対照表でございます。なお、資

料の２、パワーポイントの個別資料でございますが、本日の説明順に並べかえをさせて

いただいておりますので、２－１から順番という形にはなっておりません。 

  以上、もし不足のもの等がございましたら、事務局までお声をおかけください。また、

手提げ袋の中には皆様からお預かりしております資料一式が入っておりますので、議論
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の中で必要に応じて活用していただければと存じます。以上です。 

 

○会長 

  はい、どうも、皆さん、資料はお手元によろしいでしょうか。議題に入りますが、議

題の（１）は第２分野についてですが、ここに列記されていますように、非常に内容が

多岐にわたっているということと、それに関連して基本施策が非常に多い、資料のボリ

ュームも多いということですので、説明を分けてお願いしようと思っています。 

  まず、前半として資料の１、それから資料の２のうちの２－１から２－５、及び２－

９を説明していただいて、それについて質疑応答を行いたいと思います。これが前半で、

前半が終わったところで、１０分程度のトイレ休憩をとりたいと思います。休憩の後に、

資料２－６から２－８、資料３、及び資料４の説明をしていただき、それについての質

疑応答を行いたいと思います。 

  このような形で進めていきますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、事務局、説明をお願いします。 

 

○区 

  はい、よろしくお願いいたします。それでは、私からは資料の１と資料の２、まず最

初に２－１から２－５と２－９につきましてご説明をさせていただきます。資料４もあ

わせてご説明をさせていただきたいと思いますが、できる限り説明は簡潔にしたいと思

っておりますが、２０分から２５分ぐらい説明をさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  まず、資料の１をごらんください。こちらは検討会資料の見方ということで、資料２

の見方になっております。これまでと同様のものでございますので、説明は省略をさせ

ていただきますが、資料の２の内容を見る際に必要に応じてご参照いただければと存じ

ます。 

  それでは、資料２と資料４を一部使いまして、ご説明をさせていただきたいと思いま

す。では、資料２の１ページをまずごらんいただきたいと思います。 

  本日の内容でございますけれども、基本構想で示しております基本目標の２番という

ところで、一人ひとりがいきいきと活動するにぎわいのあるまちづくりという目標に関

する中身になります。 

  先ほど会長からご説明をしていただいたところでございますが、中身といたしまして

は、産業振興、地域振興、文化振興、生涯学習、生涯スポーツ、教育、国際化、男女共

同参画と、非常に多岐にわたっておりますが、これが今の基本構想の中でも２分野とい

うことで、整理をしているところになります。 

  それでは、２－１からのご説明をさせていただきたいと思います。資料２の１ページ

をごらんください。まずは２－１ということで、地域産業の活性化という柱になります。

基本施策でございますけれども、お示しのように（１）から（４）の四つになっており

まして、単位施策は丸数字でお示しをしているものでございます。濃いオレンジ色にな

っているところが単位施策を再編した部分ということになっております。 

  まず、一番下の「区民とともに」のところをごらんいただきたいと思います。こちら
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は、区民等に期待することということで、二つございまして、産業団体、地域金融機関、

ＮＰＯは行政と連携した中小企業への支援を行う。また、区内企業や商店街は、北区産

業の担い手として、経営基盤の強化・安定化、将来の事業継続・発展に向け創意工夫と

チャレンジに努めるというようになってございます。 

  こちら、２－１のところは単位施策の再編が非常に多かったところでございますので、

資料４をごらんいただきたいと思います。資料４の２ページをごらんください。こちら

は、昨年度産業活性化ビジョンといったものを北区は策定をしたところでございますが、

その考え方等も踏まえまして、単位施策または内容などを大分再編しているところでご

ざいます。用語の使い方等を新しく変えたところもございますし、矢印でお示しをして

いるように、多少単位施策に書かれている内容を移動したものもございます。そういっ

たところは矢印でお示しをしております。そして、黄色の色塗りをしているところが新

たに設けた項目というところで、やはり産業活性化ビジョンの改定などもありましたの

で、新しく盛り込んだ中身も非常に多くなっているところでございます。 

  こちらは以上で、恐れ入りますがまた資料２にお戻りいただきまして、２ページをご

らんいただきたいと思います。こちらは基本施策の１番、新たな産業の展開というもの

で、目指すものといたしまして、にぎわいと雇用が創出される。区内開業率が向上する。

定住人口・来街者が増加するというようにしております。そのために基本計画２０２０

に向けましては、生産性の向上につながる支援や相談体制の充実を図る、区内中小企業

の雇用情勢に対応した柔軟な事業展開を推進する、また創業希望者への直接的な創業支

援の充実、そういったことに加えまして、創業に関する普及啓発に取り組む。さらに、

公民連携によります観光の魅力発信を推進・強化するというようにしております。 

  施策の方向性につきましては、お示しの三つというところになりまして、重点施策の

ところでは、地域産業を支える産業施策の推進というようになってございます。 

  次に、３ページにお進みください。こちらは、基本施策の二つ目、モノづくりの振興

というところで、区内ものづくり中小企業の発展、ものづくり都市としての認知が向上

するという状態を目指し、２０２０に向けてのところでございますけれども、新分野へ

の事業展開や製品の高付加価値化、イノベーション等を促進するということ、また意欲

ある事業者の交流・取り組みを推進しまして、北区産業のけん引役となるリーダー、グ

ループの育成を図るというようにしております。 

  施策の方向性でございますが、お示しの三つでございまして、こちらはものづくりに

関係して、イノベーションの推進、人材・企業の育成、ＰＲ・ブランド力の強化という

ことになっております。重点施策は、一つ目のイノベーションの推進というところでご

ざいます。 

  次に進みまして、４ページをごらんください。基本施策の三つ目になりまして、生活

サービス産業の育成というところで、目指すべきものといたしまして、魅力ある個店及

び活気ある商店街がつくられ、まちが活性化するというところでございます。 

  ２０２０に向けてでございますが、意欲ある個店の魅力を高め、経営基盤を安定化さ

せる取り組みを推進ということ、また、商店街のけん引役となるリーダーの育成ですと

か、多様な主体との連携・協働によりまして、商店街の新たな魅力づくりを推進する。

さらには、区民生活の利便性の向上につながる生活に密着した産業の振興・支援を図る
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というようにしております。 

  施策の方向性は、お示しの三つでございまして、一つ目の魅力ある個店づくりの支援

といったところを重点施策というようにしてございます。 

  次に、５ページにお進みください。基本施策の四つ目になります。勤労者の働きやす

い環境づくりというところで、企業や従業者がワーク・ライフ・バランスの考え方を理

解することによって、企業の生産性が高まり、社会全体が活性化されるというところで

す。このため、２０２０に向けては、ワーク・ライフ・バランスへの取り組みの必要性、

こういったものを区内産業団体を通じて広報活動を継続して行うということ、また、従

業員の方に対しても、この考え方の周知を進めていくというようにしてございます。 

  施策の方向性は一つでございますが、勤労者が安心して働ける環境整備というように

なってございます。 

  ２－１につきましては以上でございまして、次に、６ページにお進みください。２分

野の次の柱になってまいりまして、２－２ということで、コミュニティ活動の活性化と

いうところでございます。こちらは、基本施策が二つでございます。単位施策につきま

しても、現状では再編等はございません。こちらの中身ですけれども、現在の基本計画

２０１５の中で、最重要課題として地域のきずなづくりというものを挙げておりますが、

そこに最もかかわってくる部分というところになります。 

  ６ページの下のほうを見ていただきまして、「区民とともに」のところをごらんくだ

さい。まず、一つ目と四つ目の中身が区民の方、主に個人の方に期待することになるか

と思いますが、近隣のつながりですとか、町会・自治会活動に関心を持つ。また、四つ

目のところで、相互の交流及び自主活動を行う場としてコミュニティ施設を活用すると

いうところです。そして、二つ目の中身でございますけれども、ＮＰＯ・ボランティア

団体は地域円卓会議や講演会等に積極的に参加をしていただきまして、地域団体同士が

知り合い、連携・協力できるきっかけをつくり、主体的に課題解決をしていく。そして、

三つ目のところですが、北区ＮＰＯボランティアぷらざは、地域活動団体同士が連携で

きるコーディネートをしていくというようにしてございます。 

  それでは、次に７ページをごらんください。基本施策の一つ目です。（１）コミュニ

ティ活動の支援というところで、地域に関心が向く区民が増え、地域コミュニティ活動

が活性化するというのを目指すべき状態としておりまして、２０２０に向けては、住み

よいまちづくりに主体的に取り組める組織強化を推進しまして、区民一人ひとりが地域

への愛着を深め、相互のきずなを確かなものにするというようにしてございます。 

  施策の方向性は、お示しの三つでございますが、二つ目の様々な活動主体による連

携・協力への支援、すみません、一つ目の地域活動・交流の促進、この二つのところが

重点施策となっております。施策の方向性の二つ目のところの取組み例にありますよう

に、ここでは地域円卓会議を開催するということになっておりまして、現在、地域円卓

会議を区内全域に広げているところでありますけれども、３１年度につきましても、ま

たさらに力を入れて取り組んでいきたいと考えているところでございます。 

  次に、８ページにお進みください。（２）としまして、コミュニティ施設の充実とい

うところで、施設の適正な維持・管理、運営によりまして、地域コミュニティ活動が活

性化するというのを目指し、２０２０に向けては、身近で多世代にわたり、快適に利用
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される施設となるよう、地域の方による自主管理を推進しながら、安心して快適に利用

できる施設を目指すというようにしてございます。 

  施策の方向性は、お示しの三つというところでございまして、重点施策は３番目の施

設の適正な配置と維持・管理の推進というところでございます。 

  次の柱、三つ目の柱に入ってまいりたいと思います。こちらは、文化の関係になりま

す。９ページをごらんください。２－３ということで、個性豊かな地域文化の創造とい

う柱になります。こちらは、基本施策はお示しの二つでございまして、単位施策等の再

編は今のところありません。下のほうを見ていただいて、「区民とともに」というとこ

ろでございますが、地域ゆかりの文化に興味・関心を持っていただき、文化芸術活動の

連携や交流を行いまして、ネットワークの充実を図っていく。また、四つ目のところに

ありますが、地域に伝わるお祭りや伝統行事を見学に行ったり、積極的に参加したりと

いったところを区民のみなさまに期待するというようにしてございます。 

  では、１０ページにお進みください。一つ目の基本施策、個性豊かな文化の創造と発

信というところで、個性的な地域文化が北区の魅力として発信されるということを目指

し、２０２０に向けては、北区ゆかりの文化、区民の創意あふれる芸術文化ですとか、

国際文化など、さまざまな文化芸術を身近に楽しめるよう、北区の資源を活用しまして、

文化芸術活動の活性化に取り組むというようにしてございます。 

  こちらは、施策の方向性を四つお示ししておりまして、一つ目の地域の個性を生かし

た文化芸術の創造、また四つ目のところになりますが、文化芸術を支える仕組みの構築

を重点施策というようにしてございます。施策の方向性の一つ目のところの取組み例に

もありますけれども、特色ある文化を新たなまちづくりや地域おこし等に生かす活動を

支援するということで、こちらは（仮称）芥川龍之介記念館を開設するといったことも

取組み例として挙げさせていただいております。 

  次、１１ページにお進みください。（２）歴史的文化の継承と活用というところでご

ざいます。北区の歴史・文化が活用されて、次世代に継承されていくという状態を目指

し、北区が誇る歴史的文化を保存し、次世代に継承していくために文化財の積極的な活

用に取り組むというようにしてございます。 

  施策の方向性は、お示しの歴史的文化の継承と活用ということで、ここでは説明文の

２行目にもありますが、国の史跡である中里貝塚を保存し、整備活用を行うといったよ

うな内容も含まれてございます。 

  ２－３につきましては、以上でございます。 

  次に、１２ページにお進みください。こちらは、四つ目の柱に参りまして、生涯学習

の推進に入ってまいります。基本施策は、お示しの三つでございまして、単位施策の再

編等は現状ございません。下のほうの「区民とともに」のところでございますが、区民

に期待することといたしまして、学習の場への積極的な参加であるとか、学びに対する

ニーズ、こういったものを行政に伝えていただく。また、四つ目のところですが、学習

の場をとおしまして交流の輪を広げたり、またご自分の学びの成果といったものを地域

活動の中に還元したりというようにしてございます。 

  次に、１３ページにお進みください。基本施策の一つ目です。情報提供・相談体制の

充実ということでございまして、区民の方がいつでも、どこでも学習情報を入手できる



 7

といったような状態を目指しまして、２０２０に向けましては、区民の皆さんのニーズ

ですとか、時代に合った学習情報の提供、相談対応ができるように学習情報誌の内容を

充実させるなどとともに、ＳＮＳ等区民の方が使いやすいツールといったものも積極的

に活用していくというようにしてございます。 

  施策の方向性は、学習情報提供・学習相談体制の充実ということで、一つになってご

ざいます。幅広い世代の区民の方に的確にこういった情報が届くように、さまざまな方

法を活用しながら提供していくといった内容になっております。 

  次に、１４ページをごらんください。基本施策二つ目、学習機会の拡充でございます。

区民一人ひとりの人生がより豊かになる学習環境が整うといったような状態を目指しま

して、２０２０に向けてですが、多様なライフスタイルに合わせまして、主体的に学習

に取り組むことのできる環境整備、ＩＴ活用といった社会の変化にも対応した技術、技

能の習得ですとか、人生１００年時代と今言われておりますけれども、リカレント教育

も視野に入れました環境の整備を進めていくということ。そして、図書館ですとか、文

化センターをはじめとしまして、身近な学習の場の充実も図っていくといったことにし

ております。 

  施策の方向性は、それを受けまして二つございまして、多様なニーズに応える学習機

会の拡充、身近な学習の場の充実というようになっております。こちらは以上です。 

  次に、１５ページをごらんください。三つ目の基本施策になりまして、学習成果の活

用というところです。学習の成果が地域の教育力の向上や地域社会の発展に生かされる

ということを目指しまして、２０２０では、学習の成果が生かせる活動の場を拡充する。

それと合わせまして、地域と学校が北区の将来を担う人材の育成を図るパートナーとし

て連携し、地域全体の教育力の向上につなげていくというようにしております。 

  施策の方向性は、学習成果を生かし合うしくみづくりということで、一つになります

が、説明文の最後の段落、３段落目になりますが、学びを還元する場として、青少年の

リーダー育成事業をはじめ、区民との協働による事業を展開するということで、こちら

は地域のきずなづくりにもつながる内容かというように捉えております。こ 

  次に、五つ目の柱に参ります。こちらは２－５ということで、生涯スポーツの推進に

なります。こちらは、基本施策はお示しの二つでございますけれども、単位施策、濃い

オレンジ色のものが３カ所ほどございます。オリンピック・パラリンピックに関連する

内容もこちらの柱は多くあるため、いくつか再編をしているという中身になります。 

  では、１６ページの下、「区民とともに」をごらんください。身近な場所でスポーツ

を楽しむですとか、障害の有無にかかわらず、障害者スポーツへの理解、関心を持つと

いうこと。また、様々な施設ですとか、団体は障害者の受入体制の確立など、障害者ス

ポーツの環境づくりに取り組むというようなこと。そして、最後四つ目のところでござ

いますけれども、トップアスリートを目指す区内企業等のスポーツ選手を理解・応援す

るというような中身になっております。 

  こちらは、恐れ入ります、資料４をごらんいただきたいと思います。資料４の６ペー

ジをごらんください。資料４の６ページでございますけれども、今回の基本計画の期間

が２０２０年を初年度とする計画ということで、東京２０２０大会の開催の年になりま

す。そのため、オリパラ開催後も見据えた計画の内容としたいといったような思いもあ
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りまして、単位施策の名称の変更ですとか、施策の内容等についても再編をしておりま

す。非常に再編、矢印が多くて、内容としてわかりづらいところもあるかと思いますが、

単位施策の中で移動したものなどをこちらでご確認をいただきたいと思います。黄色で

塗り潰してあるところが新たな内容というようになってございます。 

  恐れ入ります、では資料の２にまたお戻りをいただきたいと思います。資料２の１７

ページをごらんください。まず、基本施策の一つ目ということで、身近なスポーツの場

の整備というところです。２０２０オリンピック・パラリンピック大会を契機といたし

まして、スポーツの場が整備され、区民一人ひとりが生涯にわたっていきいきと楽しく

暮らしているというような状態を目指しまして、２０２０では既存の施設の長寿命化な

どの環境整備に取り組むということと合わせまして、地域開放等区有施設の有効活用で

ありますとか、国公立スポーツ施設等との連携を検討していくということ、また２０２

０競技大会の後もトップアスリートのまち北区として、この２０２０大会におけるレガ

シーを有効に活用していくというようにしております。 

  施策の方向性といたしましては、二つお示しをしておりまして、スポーツ環境の整備

及び有効活用、二つ目が東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会における

レガシーの創出とそれを活用していくという中身になってございます。 

  次、１８ページにお進みください。こちらが基本施策の二つ目になっておりまして、

参加機会の拡充というところです。目指すものといたしましては、家庭、学校、地域を

初め、スポーツ関係機関や団体等の連携・協働によりまして、スポーツ実施率が向上す

るというところでございます。そのために、２０２０に向けましては、だれもがスポー

ツを楽しめるようなさまざまなスポーツ参加機会といったものを充実して、実施率の向

上を目指していくということ、また障害の有無に関わらず、ともに楽しめるスポーツ環

境をさらに整備する。また、東京２０２０大会後も「トップアスリートのまち・北区」、

これが色あせることなく、子どもたちですとか、障害を抱える方たちに夢と希望が与え

られるよう、またアスリート育成を通して、地域が活性化できるように推進していくと

いうようにしてございます。 

  施策の方向ですが、こちらは五つということで、若干多くなっておりますが、内容と

いたしまして、区民の方、障害のある方、またトップアスリートを目指す方、そういっ

た方を全部含めた形でスポーツを推進していくというような内容になっておりまして、

五つに分かれております。重点施策につきましては、障害者スポーツの推進であります

とか、トップアスリートの育成を目指したスポーツ事業の推進というところにさせてい

ただいております。 

  こちらは前半の最後になります。１９ページをごらんください。こちらが主体的な消

費生活な推進という柱になっておりまして、基本施策はお示しの二つでございます。単

位施策は一部修正を加えているところがございます。 

  こちらも資料４をごらんいただきたいと思いますが、資料４の最後のページになりま

す。１１ページをごらんください。こちらにつきましても、単位施策の名称の変更です

とか、内容を一部移動しているもの、また新たに盛り込んだ内容ということで黄色でお

示しのものがございます。中身につきましては、資料２のほうでご説明をしていきたい

と思います。 
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  恐れ入ります。資料２にまたお戻りいただきまして、資料２の２０ページをごらんく

ださい。一つ目の基本施策、消費者の自立支援というもので、自らの安全・安心な暮ら

しを守ることができる自立した消費者になるということを目指しまして、２０２０に向

けてですが、成年年齢が引き下がることから、特に１８歳、１９歳、また被害に遭いや

すい高齢者等の消費者被害の未然防止のために、効果的な情報発信等の取り組みを推進

していくということ。また、持続可能な消費生活の推進のため、エシカル消費、倫理的

消費の理念の普及啓発を図るというようになっております。 

  施策の方向性はお示しの四つということになっておりまして、重点施策に関しまして

は、二つ目の消費者教育の推進、また四つ目の持続可能な消費生活の推進というように

なってございます。 

  参考までに申し上げますと、成年年齢の引き下げでございますが、ことしの６月１３

日に改正法が成立しておりまして、平成３４年、２０２２年の４月から施行という予定

になってございます。 

  次に、２１ページにお進みください。消費生活の安定、基本施策の二つ目です。消費

者被害の未然防止、拡大防止及び救済により、公正さを確保することで消費生活が安定

するといったようなことを目指しまして、２０２０に向けましては、成年年齢の引き下

げによります若年層の被害が増えるおそれがあるというために、区内の小・中・高校と

の連携を図りまして、適切な情報の提供を行うことで、消費生活センターへの誘導を図

っていくということ。またさらに、被害に遭いやすい高齢者等の消費者被害防止のため、

関係機関等との連携の強化を図るというようにしてございます。 

  施策の方向性は、相談体制の充実と安全・安心な消費生活の推進というところで、重

点施策といたしましては、一つ目のところの相談体制の充実というように整理をしてい

るところでございます。 

  以上が、前半部分の説明でございます。 

 

○会長 

  どうもありがとうございました。 

  それでは、皆様からの質問やご意見をお願いしたいと思いますが、ここで質疑につい

て、さらに項目を分けて行いたいと思います。まず、資料１について簡単に取り上げま

して、次に資料２のうちの２－１地域産業の活性化、２－９主体的な消費生活の推進に

ついて質疑を行います。次に、２－２コミュニティ活動の活性化、２－３個性豊かな地

域文化の創造について、そして最後に２－４生涯学習の推進、２－５生涯スポーツの推

進についてという形で質疑を行いたいと思います。また、ただいまいただいた説明の中

で、資料４の施策体系図についても触れられていたので、ご質問、ご意見については資

料４にもお話が及んで構わないと思います。 

  まず、資料１について、ご質問などございませんでしょうか。検討資料の見方ですが、

これはよろしいですね。 

  それでは、次、資料２の２－１地域産業の活性化、２－９主体的な消費生活の推進に

ついて、これも前回同様、区民とともに、基本計画、２０２０に向けて、施策の方向性、

ここら辺を中心にご意見、ご質問をいただきたいと思います。今回も基本的に挙手方式



 10

で行きたいと思いますので、いかがでしょうか。 

  はい、委員、お願いします。 

 

○委員 

  北区で設置しておりますネスト赤羽という創業支援施設でマネジャーを今年で１４年

ということで関わらせていただいておりますので、ちょっとその関係も含めて、この地

域産業に関するところでちょっとお話ができればと思っております。 

  大体年間で相談日というものを設けていまして、２５０件程度相談を受けておりまし

て、かれこれ１４年目ということで勘案すると、３，０００件を超える対応をさせてい

ただいているのですが、実は、ほとんどものづくりで創業するという方が皆無で、さら

に上場を目指すという方も皆無で、まさに小さく仕事を始めて、小さくやっていこうと

いう相談が圧倒的に多いというのは、他区との相談対応との比較で見ても、かなり顕著

かなというのは北区の実態かというふうには思っております。 

  そんな中で、少しこの地域産業の活性化に関する支援策や施策で、ちょっと丁寧に考

えていくと、意外と、ものづくりとか商店街振興というのは、どちらかというと既存の

事業者向けの振興であって、新規創業者に関しては、まさに今申し上げたように、本当

に小さく創業して、小さく継続していこうという方が非常に多くて、その傾向も見ると、

意外とシニア層と子育て中の女性と、あとは若い学生ベンチャー系の方ということで、

いわゆる創業素人の方の相談も非常に多く見られているというのも一つ傾向としてはご

ざいます。 

  もともと例えば、中小企業庁も中小企業白書というもので出していたものが、中小企

業は実はかなり規模が大きくて、業種によって違うのですけど、大体資本金で行くと５，

０００万円以上、従業員数で行くと５０人以上ということなのですが、最近創業とか、

事業者のカテゴリーがそれだと大き過ぎるということで、大体３年ぐらい前から小規模

企業白書というものを出しているのですね。その小規模企業白書というのは、大体５人

以下の小規模な事業者の位置づけをしているのですが、その二つの特徴として、中小企

業庁でも挙げているのが、まさに小規模事業者の傾向としては、地域課題に対応しなが

ら成長するという傾向が顕著に見られると。つまり、自己利益ということよりは、地域

との共存を目指しているという傾向と、もう一つが新たな働き方の一つとして創業を選

んでいると。この二つの傾向が挙げられている中で、北区でもまさにその傾向を持って

いる創業者、ないしは小規模事業者というのが非常に、顕著に見られているなというと

ころでございます。 

  そんな中で、こちらにも書いてありますように、そういう方々向けのワンストップ相

談機能というのが、やはり非常に重要かなというふうには思っておりまして、やっぱり

例えば、あと５００万円足りないからお金を借りるにはどうしたらいいですかという質

問ではなくて、まさに自分のライフスタイルを含めて、何かやりたいけれどもどうしま

しょうかという、根本的な相談から対応できるということも含めて、いわゆる専門性だ

けではなくて、いわゆる傾聴もできながら対応ができるというワンストップ相談という

ものが必要ではないかとすごく実感として感じているところでございます。 

  そうなると、あわせて、例えばシニアが創業する。子育て世代が創業する。ないしは、
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そのテーマ自体もかなり公益性のあるものも増えてきているのを考えると、相談窓口だ

けではなくて、やっぱり区全体としての対応も、ある程度横断的に多分対応していく必

要性というのがあって、例えばシニアがお金を借りて、何か例えば、ＮＰＯで創業する

となると、ある意味縦割り的な情報の支援になってしまうのをどう横ぐしにつなぐかと

いうことは、窓口だけではなくて、やっぱり区の対応を含めた横断的なということは多

分求められてくるのではないかな、というのはすごく感じているところでございます。 

  あと、もう一つ、やっぱり産業をこれから創っていくということを考えていくと、例

えばこちらの中には、ＩＴ、ＩｏＴとかというのをロボットというのも書いてあります

けれども、例えばたまたま今は、オリンピック・パラリンピックに向けて観光を含めた

いろいろな産業というのは、ちょっとホットではあるのですけれども、もうちょっと中

長期で、区としてどういう産業をある程度誘致しながら、育てていきながらということ

もオリパラよりもうちょっと先も含めて、少しタームを分けながら考えていくというこ

とが恐らく必要で、もしかしたら例えば、東洋大学さんが本格的にいらっしゃるときも

一つのまたきっかけになるかもしれませんので、そういう中長期の展望というものを描

きながら、産業界とうまくやっていくということが、多分新たなビジネスチャンスにも

つながっていくし、町全体としての産業の活性化というものにつながっていくので、そ

ういったものをせっかくの中長期の基本計画なので、オリパラ以降も含めて、ちょっと

展望が描けるといいのではないかなというのも個人的には感じているところでございま

す。 

  以上です。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  事務局、いかがですか。よろしいですか。 

  それでは、ほかにいかがでしょうか。 

  生活サービス、いわゆる商業関係の話も出ていますが、委員何かございませんか。 

 

○委員 

  今のお話しのような形で、商店街も、商店街だけではなく、やっぱり観光とか地域の

いろいろなものを縦割りではなくて、横に入っていったほうが、いろいろと幅広く使え

るのではないかと。今、ここに書いてあるとおり、商店街はみんなもうどうしようもな

いようなことが書いてあるのですけど、決して商店街はどうしようもないという部分の

ところも多くはありますけれども、また少なからず一生懸命やっている企業もあります。

そこをどうして伸ばしていくかということとか、あと後継者不足は前から言われている

のですけど、後継者不足は何だろうというところに掘り下げていくと、子どもたちは商

人の夫婦でもいるわけですよね。ただ、それに見合ったものがいただけない部分がある

ので、それと、やっぱり学力をつけてきて、みんな大学を卒業しますと、やっぱり企業

のほうに移っていく。後継がいないというわけではないというような形で、ここをどう

にか考えていただければいいかなと思います。 

  あと、空き店舗なんかもそうですけど、商店街に空き店舗が多過ぎて、空き店舗がど
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うにかならないかと。これは、空き店舗というのは貸したくて貸さないところもあるの

です。条件に見合わなくて。それから、どうしても貸さないところもある。もう貸した

いというところは大体駅に近いほう、採算が合うところは大いに今どんどん借り手が多

くて、価値観が上がってきているわけですよね。だけど、やっぱりそこの商店街といい

ますと、北区の中でもどっちかというと、住宅街の中にある商店街は今までは住宅の、

庶民の商店街だったのですけど、スーパー、コンビニ、それからインターネットなんか

でお買い物をするようになったので、なかなか来てくれない部分があるので、そういう

ところはなかなか価値観がないから、どうしても空き店舗が出てくる。住宅になるとい

う部分があるのではないかと思います。 

  ただ、先ほど言ったように、やっぱり商店街はいろいろと地域の安全から何から、自

治会さんが今いますけれども、自治会さんと同じように消防、警察、いろいろな面で機

能しているわけですね。そして、その人たちといろいろな方向を探しているのですけど、

なかなか捕まえられないというのが現状だと思います。 

 

○会長 

  はい、どうもありがとうございます。 

  事務局よろしいですか。ほかに。 

 

○委員 

  この中の１ページ目のところですけれども、左側の（３）で生活サービス産業の育成

というのが入ってきたのは、ものすごい特色だというふうに思っておりまして、単なる

地域の中での産業というのは、物販ばかりではなくて、むしろ都市型の生活者にとって

みると、サービス産業がいかに充実することが必要かと。つまり、産業施策をする目的

として、地域の活性化もあるけれども、雇用の確保というものがある。都市型の場合は、

雇用の確保というのは、ほとんど区が中心となって進めていくレベルの話ではないので、

むしろ税金を使うなら、区民サービスを充実させるための産業を育成するのだという考

え方が最も大切だろうと。そういう意味では、この（３）がしっかりと明記されている

というのは、ものすごく進歩しているというふうに思います。 

  ただ、この生活サービス産業という捉え方を今までのパラダイムから変えていかなけ

ればいけない。サービス産業というと、どうも床屋さんだとか、何かそういうようなも

のしかイメージしないのだけれども、文化、芸術から、スポーツまで含めて、あるいは

塾も含めて、全てサービス産業だという位置づけをすれば、いかにこの地域の産業の活

性化を単体でやっても無意味かと。つまり、生涯教育部門だとか、文化の振興だとかと

いうそういう施策といかに連携をしながら進めていかなければいけないのかと。それが、

ちょっとどこにも明記されていないのが問題かなというふうに思うわけで、もし何かそ

ういう点について、事務局のお考えがあれば、後でご意見を頂戴できたらと思います。 

  ３点目は、どうもまとめてあるものを見ると、いや商店街だとか、あるいは商工会議

所だとか、協力をしてくださいよと書いてありますが、どうも今までやってきた施策を

継続するということが前面に出ている。ここは徹底的に産業団体がやっていることは任

せる。相談業務をなぜ区が税金をたくさん使ってやらなければいけないのかと。商店街、
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あるいは商工団体である商工会議所がやっていることとどこが違うのか。これを明確に

しなければ、重複していろいろなサービスを提供することになってしまう。これは、あ

る種無駄でありますし、むしろそういう産業団体にお任せをしたほうが連携という意味

においては、はるかに区単独でやるよりも効果があるだろうと思うわけで、そういうあ

たりもできることならば、この計画の中に含めると、よりこの生活サービス、つまり区

民にとっての産業とは何かということを明確にできるのではないかと思うので、ちょっ

と質問と意見とを申し上げました。以上でございます。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  事務局いかがでしょうか。 

  これについては一言お願いいたします。 

 

○区 

  ご意見ありがとうございます。区民生活を支える産業の振興、生活サービス産業の育

成という基本施策の中で、施策の方向性を三つお示しをしている中で、今ご意見をいた

だいたところが施策の方向性の三つ目のあたりのところにもたくさん関わってくる中身

だと思っております。このあたりは、もっと検討を深めなくてはいけないと事務局とし

ても思っているところが正直なところでございまして、今後事業の積み上げ等もしてい

かなければならないので、今いただいたご意見等を踏まえ、所管とも十分意見交換しな

がら、検討してまいりたいと思っております。 

  また、「区民とともに」のところにつきましても、ご意見をいただきましたので、ま

た検討させていただきたいと思っております。ありがとうございます。 

 

○会長 

  はい、どうもありがとうございます。よろしいでしょうか。 

  ほかにいかがでしょうか。次に進んでもよろしいですか。 

  それでは、次は、２－２コミュニティ活動の活性化及び２－３個性豊かな地域文化の

創造、この二つについて、また区民とともに、２０２０に向けて、施策の方向性あたり

を中心にご質問、ご意見をいただきたいと思います。いかがでしょうか。 

  委員、お願いします。 

 

○委員 

  コミュニティの活動の支援、施策の方向性ということで、２番に町会・自治会や地域

活動団体が協働して取り組めるようにするとあり、重点施策として下に書いてあるよう

なさまざまな活動主体における連携・協力への支援とあります。これは現実問題として、

今、町会・自治会、ＮＰＯ、ボランティア団体等と多様化して、加入率の低下、いろい

ろなことがあります。その中で、外国人の問題が今現実として北区の中でもかなり外国

人の人口が増えてきています。それによって、ただ単に地域コミュニティに参加してと

いうことではなくて、やはりもう少しそういう人たちが、いわゆる生活する上での相談
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ができる窓口みたいなものを考えていっていただきたいなと思います。というのは、地

元の住民の方とご相談したりするのですが、ちょっとほかの例を出して申し訳ないです

が、川口市あたりでは、市としてそういう外国人の窓口を設けて、年間３５０件ほど相

談を受けて、それで税金の問題やいろいろな子どもの教育の問題を解決していますとい

うようなことを聞いています。ということは、北区もこれからだんだん、豊島のほうに

日本語学校ができたり、留学生の勉強する場が出てきていますので、これから外国人等

も増えてくると思うのですね。そういう中でコミュニティとして我々は受け入れたいと

思いますし、と同時に、区としてもそういうものに対するそういう意味でのバックアッ

プをぜひお願いしたいと思います。 

  それから、地域円卓会議を開催するとなっていますが、これももう少しきちっとした、

その地域地域の問題点をどのようにして解決していくかということで、私も何度か出ま

したけど、形式上の円卓会議はいりません。本当に今その地域で困っている問題点は何

なのですかということで、地域の町会・自治会をはじめ、消防団から何か全部の人が集

まって、本当にこの地域を盛り上げるためには何をしたらいいのだろうかという円卓会

議にしていかないと、ただ形式だけの円卓会議は僕はいらないと思います。ですから、

もう少しその辺を突っ込んだ形で、その地域地域の困っている事情をきちっとこの円卓

会議の中で話し合っていただいて、それに伴って、ＮＰＯ、ボランティアの方とも協力

していくようなことを後押しをしていただきたいと思います。 

  それからもう一つは、若い人云々という話ですけど、これは町会・自治会も、前回も

ちょっと話したのですが、やはり非常に喫緊な問題です。かといって、コミュニティの

中でそういうものがなくなっていくということは非常に残念でありますから、どのよう

にしたらいいかということをいろいろな形で、今我々も検討しています。ちょっと前回

話したような形のもの、いわゆる若い人を登録制ではないのですけど、いろいろな形の

ものを考えて、やっていくことをやっていかないと、ただここで言っているように、講

演会を開いたり、講座を開いたりしているだけでは、現実にはそういう若い人たちには

興味を持ってもらえません。そういったこともやはり考えていかないと、本当にこのコ

ミュニティの中で、町会・自治会というものが消滅しています。その辺のところもよろ

しくお願いいたします。 

 

○会長 

  はい、どうもありがとうございます。 

  事務局よろしいでしょうか。 

  ほかに。はい、お願いします。 

 

○委員 

  「地域円卓会議や講演会に積極的に参加し」と書いてありますが、これは現実は、今

のお話の中身に関連しますけど、これはお招きするのは我々町会とか団体側なので、区

民の方々が地域円卓会議に積極的に参加するというのは、なかなかこちらからお呼びか

けをしないと難しい。講演会はいいのですけどね、円卓会議については、お声かけした

ところに参加していただく格好になりますので、今回文言は云々ですけど、そういう感
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じだということはご理解いただきたいと思います。 

  例えば、今、北区の協働事業、あるいは社協の事業で活躍している「ほっこりーの」

という団体があります。あそこでこの間お会いしたら、円卓会議というのは全然知りま

せんでした、私もぜひ参加させてほしいなと、そんなご意見をいただきました。結構地

域で頑張っているＮＰＯの団体なのですが、その方がそうおっしゃるのですから、地域

地域によっていろいろな違いはあると思いますけど、ぜひ、実のある円卓会議にしてい

かなくてはいけないのかなと思っています。 

  それから、その一段下のところにＮＰＯ・ボランティアぷらざは地域活動団体同士が

連携できるコーディネートを云々と書いてある。これは関係者なものですから、ちょっ

とだけお話しさせていただきますが、去る１２月２２日にボランティア団体の団体交流

会というのを開催させていただきました。たしか、今回５回目だと思いますが、多くの

団体にお集まりいただき、それぞれやっていることが違う団体同士、意見交換をしてい

ただいて、交流し、なお協力するという礎を少しずつ築きつつあるので、そこだけはち

ょっとご報告をさせていただきます。ありがとうございました。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。よろしいでしょうか。 

  ほかにいかがでしょうか。 

 

○委員 

  私は区民にとってのコミュニティ活動というか、ボランティア活動という視点から、

三つ意見を述べたいと思うのですけども、まず人によってやりたいボランティアという

のは非常にさまざまだと思うのですね。ですから、先ほど地域産業のところでもお話が

ありましたけれども、まず何ができるのだろうかという取っかかりのところから含めて、

相談に乗っていただけるようなところが欲しいなと思います。そういった意味では、北

区ＮＰＯ・ボランティアぷらざのコーディネート機能というものがあるのでしょうが、

意外と区民には知られていないのかなというのは、非常にもったいのかもしれないとい

うふうに、今さまざまなお話を聞いて思ったところなのですけれども、そこの情報発信

をもっと行政のほうでやっていただけないかということが一つと、それから、それぞれ

の分野において、必要なボランティアというのはさまざまあると思うのですけど、そう

いう情報が全てボランティアぷらざなどに集約されているのかどうかということですね。

例えば、子どもですと、夏休みの時間、１日でも、２日でも、何かボランティア活動を

やってみたいというニーズがあったときに、そういったことを受け皿として、ボランテ

ィアコーディネーターのほうが調整できるのかどうかですよね。そういった要望はある

かもしれないけど、受け入れてもらえるところはそうなかなかないかもしれませんねで

終わってしまうのか、それともそういったニーズを積極的に受け入れができそうな団体

に働きかけをしていっていただけるのか、そういったことも含めて、もっとこのボラン

ティアぷらざの機能をしっかりと充実していただければいいのかなというふうに思いま

す。 

  ２点目としては、学校における地域の教育力に期待するというようなことが、恐らく
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後ほどの議論の分野で項目としてあったのですけども、区民のボランティア活動の一つ

として、学校で例えば特別なスキルを持っていて、プログラミングとかが得意の方とか、

あと英語は今多分そういう特別な外国人の方がアシスタントで入っていらっしゃると思

うのですけど、それ以外にも何か学校の教育の中で、地域の人材がさまざまいらっしゃ

ると思うのです。病気の問題であれば、医師会の先生方が例えば学校医の立場から睡眠

教育とか、食育とか、いろいろなことができるのかなと思います。そういったところも

含めて、ボランティアの活動と学校の活動と、恐らく縦割になってくると思うのですけ

ども、さらにそういったものを踏み込んだ形でのコーディネートですね。そういったも

のも恐らく区民の側からしてみれば、あそこに聞けば何ができるか、どこに相談したら

いいのかわかるみたいな、そういった機能があるといいのかなと思います。 

  なぜこのようなことを申し上げるかというと、これは個人的な経験ですが、子どもが

小学校に行っているときに、鼓笛隊バンドのようなものがあって、夫がたまたま楽器を

やっていたものですから、学校のほうで指導者が足りないということで、そういった音

楽の先生を誰かできる方はいないかという募集があったので、たまたま手を挙げられて、

半年ぐらいお手伝いをしたことがあったのですね。出勤前の３０分だけなのですけど、

音出しをするときに子どもたちに楽器の構え方とか、呼吸の仕方とか、そんなことを教

えて出勤するという活動もありました。 

  そういうことをやりたい方というのは、意外といらっしゃると思いますし、ボランテ

ィアでなくても、ちょっとした報酬があればやりたいという方もいらっしゃると思うの

ですよね。プログラミングは若い方とかできるし、学生でもアルバイトでできるしとい

うことで、そもそもボランティアというのはどういうものがあるのかというところで行

政のさまざまな所管で持っているものをそこに集約をさせていって、区民のニーズとも

っとつなげていただきたいというような、そんなイメージを感じております。これが２

点目です。 

  最後に、外国人の窓口というお話が先ほど出まして、これは私もぜひ発言したいと思

っていたのですが、家庭の事情で半年ほどアメリカに夫の仕事の関係で一緒に行かなけ

ればいけないときに、私も仕事を持っていて、半年ちょっと休職しなければいけなかっ

たということがありました。何の準備もなかったので、とりあえず行くだけ行くという

無謀な時期があったのですけども、そのときに非常に地域コミュニティの外国人に対し

ての受け入れのシステムが非常にしっかりしていまして、例えば、英語ができないのだ

ったら、ぜひこういうサークルがあるから来てくださいというようなご案内がまずある

わけです、家族に対して。それは何とかなるとしたらお友達がもし欲しいのだったらこ

ういうサークルもあります、ボランティア活動もできますというような細かい案内、受

け入れ先の家族支援プログラムというようなものがあって、マニュアルをいただきまし

て、そういったものを見て、自分に合ったものを外国人の方の相談コーディネーターと

いう方がいらして、自分の要望を伝えると、ではこういうことをやったらいいでしょう

と。あるいは、病院とか、そういった情報も全然わからないので、もしこういうことで

困ったら、子ども病院であればここという、そういった地域の細かいリストも全ていた

だける、そういったサービスがあります。 

  もちろん行政のほうでもやっていらっしゃると思うのですけど、困ったらいつでも来
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てくださいというのがみそでして、そういったことがあるとまた違ってくるでしょうし、

ボランティア活動も実は困っている方に対して活動するだけではなくて、自分も友達が

欲しいのでちょっとボランティアをやってみようかなと思いまして、友達といっても半

年ですから、高齢者の方のお話し相手に手を挙げまして、週に１回行ったわけです。ア

ジア系のお年寄りのところだったのですけど、お年寄りは非常に話を聞いてくださるの

で、多少言葉に支障があっても、じっくりと聞いて、オウム返しに英語で答えてくださ

る。そういったこともあって、自分も早くに地域に溶け込めたし、何か貢献ができたな

と、とてもいい思い出を持って帰国できたということがありました。だから、やっぱり

外国人の方も本当になかなか溶け込めなくて困っていらっしゃる方というのはたくさん

いらっしゃるのかなと思います。ですので、ぜひ外国人の窓口を充実させていただきた

いと思います。以上でございます。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  事務局よろしいでしょうか。 

  ほかにいかがでしょう。委員、お願いします。 

 

○委員 

  コミュニティ活動の支援の基本計画２０２０に向けてというところから、住みよいま

ちづくりというふうに書いてあるのですけども、何をもってこれは住みよいという形に

なるのか。また、暮らすということは僕は何か周囲を囲むような公園だったり、商店の

話だと思うのですけども、住むという語彙になると、人とかつながりとか家みたいな形

での一人称が主体になるのかなというふうに考えるのですけども、そのあたりが１点目

としてあります。 

  二つ目として、施策の方向性の中の地域活動の交流の促進というところに、地域コミ

ュニティに対する関心を高め、連帯意識を醸成すると書いてあるのですけども、地域課

題自体の把握ということに関しては、これは北区の側、民間ではなく行政側のほうが地

域課題を把握し、さらにその特性に合わせた施策を展開するというふうに読み取ったの

ですけども、これ自体はどういうふうに各地域の地域課題を読み取ろうとしているので

しょうか。また、多分地域コミュニティというのは、高齢者の方々自身は昔から住んで

いらっしゃり、まちの皆さんの顔がわかるではないですけども、名前を知っていたりと

かというところで、若い世代の方々が引っ越してきてからが、そのコミュニティ自体に

関心を高めることができなくなってきているので、ここで求められているのは世代間交

流を促進するということではないでしょうか。 

  このあたりをどうお考えでしょうか。 

 

○会長 

  はい、事務局いかがでしょうか。ご質問に対してお願いします。 
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○区 

  ありがとうございます。ご質問いただいた７ページのところですが、地域活動・交流

の促進という施策の方向性の中で、地域課題を把握しというところがありまして、どん

な形で把握するのかというご質問だったかと思うのですけれども、いろいろな手段はあ

るというようには思ってはいるのですけれども、やはりその地域にお住まいの方から直

接お話を聞くということもありますし、さまざまな調査など行っているというところも

ありますので、調査やアンケート、そういったところから見えてくるというものはある

と思っております。また、行政として大きなハード的な面も含めて、まち全体のその地

域の動きといったところも把握はしているので、そこから見えてくる課題というのもあ

るかと思います。例えば大規模な集合住宅の建設が予定されているというところであれ

ば、それに伴って、こういう年代の人たちが入ってくるとか、そういったことも見える

かと思いますし、そういう人口動向などから見える地域課題といったようなものもさま

ざまであると思っております。以上です。 

 

○会長 

  よろしいでしょうか。 

  あと、住みよいというのはどういう。根本的に難しい質問だと思うのですけど。 

 

○区 

  ありがとうございます。確かに、いろいろとその方によって、これが住みよいという

のは確かにいろいろであるというように思ってはいるのですけれども、やはり住みよい、

暮らしやすい、生活に必要なものがしっかりと整っているということがあると思います。

それは、保育環境、教育環境とか、そういったものもあると思いますし、もしかしたら

交通手段のこともあると思います。また、ソフト的な面でいえば、人と人とのつながり

というところも大事であると思ってはいるのですけれども、ぜひ皆様からこのあたりは

ご意見を頂戴できたらありがたいかなと思っているところです。答えになっておらず申

しわけございません。 

 

○会長 

  住みよさランキングとか、いろいろと。 

  委員、お願いします。 

 

○委員 

  今のお話を聞いてふと思いついたのですけれども、例えば、区が主催して、皆さんに

公募したらいかがでしょうか。住みよいまちづくりは皆さんどう思っていますかと、イ

ンターネットとか、紙、どちらでもよいかと思うのですけど、それを募って、北区民が

思っている住みよいまちづくりはこうですという発表をし、なおかつ北区はこういう取

り組みをしていますというのはすごく外に対していいアピールになるのではないかなと、

今ふと思いました。以上です。 
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○会長 

  どうもありがとうございます。ご提案をいただきましたが、事務局何かありますか。 

 

○区 

  ありがとうございます。区民意識意向調査というものをやっていたりするので、もし

かしたらそういった質問の中で、住みよさという分類ができる部分もあるかとは思うの

で、こういったあたりの精査とともに、今のご意見も参考にさせていただいて、また検

討させていただけたらと思っております。 

 

○会長 

  そうですね。区民アンケートを活用するというのもいいけれど、そういうテーマごと

にパッと出して投げかけるというのもこれからはありかなという気もしますね。ご検討

いただければと思います。 

  いかがでしょうか。はい、委員、お願いします。 

 

○委員 

  地域文化の創造のところで、芥川記念館を開設し、文化のまちづくりを進めるという

ところがあるのですけれども、北区文化振興財団と連携しながら、今も小学校で授業を

したりとかしていて、すごくいい取り組みだと思うのですけれども、文化芸術というと

ころで、今まで秩序も保たれながら伝統的に守られてきた部分だと思うのですけど、そ

こと身近なまちづくりが結構正反対の部分にあるのかなというふうに思っていまして、

どこまで一般人のほうに、身近に寄っていけるのかなというのが、そこら辺をちょっと

お聞きしたいなというところと、あと、瀬戸内のアートイベントとか、そういった現代

アートのところに関しては、観光地であったり、すごく身近であるというように思うの

ですけど、文豪ですとか、昔からある文化というところにどこまで身近にやっていける

のだろうなというのがすごく率直に思ったところなので、お聞かせいただけたらなと思

います。 

 

○会長 

  事務局、よろしいでしょうか。 

 

○区 

  ありがとうございます。２－３の文化のお話のところ、個性豊かな文化の創造と発信

という、一つ目の基本施策のところかと思うのですけども、そこで今お話しいただいた

ように、芥川龍之介の取り組みなどもご紹介させていただいて、それがどれだけより多

くの方々に浸透していけるかというご指摘と思っているのですけれど、確かに芥川龍之

介に力を入れて取り組んでいくというところだけを見ると、多分芥川龍之介に興味のあ

る方とかという方を対象にしているように見えてしまう部分もあるかなと思うのですが、

そういった取り組みもしながら、文化に関しての裾野を広げていくというのがすごく大

事だと思っていて、それは教育、学校教育などを通して、文化芸術に親しんでいただく
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ような機会をつくるなど、裾野を広げるための取り組みというのと、ある一つのところ

に力を入れて特化していく取り組みというものを両輪として進めていく必要があるので

はないかなと思っているところではございまして、今いただいたご意見も踏まえて、今

後検討を深めていきたいと思っています。 

 

○会長 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに、よろしいですか。それでは、委員、お願いします。 

 

○委員 

  先ほど東洋大学が北区にというようなお話があったのですけど、イメージ的には福祉

関係の学部が来るだけのような感じで思っていらっしゃる方も多いかもしれませんが、

実はものづくりの学科も参りますし、あとスポーツ関係の学科も参りますので、ぜひこ

ういうところで活用していただければというふうに思います、というのがまず１点目で

す。 

  ２点目なのですけども、１０ページの個性豊かな文化の創造と発信のところの社会動

向という一番左の国の社会動向で、せっかく障害者による文化芸術活動の推進に関する

法律ということを載せてくださっているので、ぜひ今、実は２０２０の東京オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会に向けての障害者の芸術文化振興という形で厚生労働省も

結構そこら辺にてこ入れをしているようなこともありますので、ぜひ障害者の芸術とい

うところなんかも視点に入れていただければ、もう少しおもしろいというか、想像豊か

なというところに結びつくのではないかなというふうに個人的には思いました。 

  あともう一つ、先ほど、新たな産業の展開のところに、北区の観光協会というような

言葉があって、せっかくここに飛鳥山博物館とか、ふるさと農家体験館とかあるので、

こういうものが観光協会のほうに書いてあるのかなというふうに調べさせてもらったら、

何というのですか、観光協会のホームページもすごく今の若者が見るような洗練された

ような内容なのですけども、逆にこういう飛鳥山博物館とは何ぞやみたいなものが全く

ないような状況なので、北区に行ったら観光協会でこういうところもありますよという

ところを少しつなげていただきたいということと、せっかく次世代に継承されていくと

いうような言葉が書いてあるので、もちろん博物館にいらっしゃる学術員の方たちが説

明されるというのもいいのですけども、せっかくだったら高齢者の方が次世代のお子さ

んにそういう話をする場があるとか、少し高齢者と子どもとか、次世代を継承していく

というようなところをつなげられるような文化の継承みたいなものが含まれると、より

継承と活用というところにつながるかなというふうに個人的に思わせていただきました。

以上です。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  事務局よろしいですか。 

  よろしいですか。次に進んで。すみません、ゆっくり行きましょう。 
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○委員 

  今のお話を聞いていて、北区にも観光ボランティアの方がいらして、私どもも参加し

ている団体で王子稲荷神社とかを訪ねたときに説明をしてくださって、結構シニアの方

でした。そういう分野で高齢の方も活躍できるし、北区には歴史的な資産もたくさん残

っているので、新しいことだけではなくて、ずっと昔からこういう場所がありますとい

うようなことを伝えていくということは非常に大切で、いろいろな世代の方に参加して

もらえたらいいなと思いました。以上です。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。観光ボランティアの方のガイドは本当に楽しいですよ

ね。うまくそういう、それこそ連携でこういったところといろいろと都下を調べるとど

んどん数珠つなぎで行けるみたいな形になっているといいですね。お願いします。 

  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、２－２と２－３については以上ということで、続いて、２－４の生涯学習

の推進、２－５の生涯スポーツの推進、これもまた区民とともに、２０２０に向けて、

施策の方向性あたりを中心にご質問、ご意見をいただければと思います。よろしくお願

いします。 

 

○委員 

  ２－５の生涯スポーツの推進で、北区の基本構想と（１）の身近なスポーツの場の整

備のところで、ちょっと気になることを今からお話し申し上げるのですが、別の北区の

会議体で実は赤羽体育館を区の職員の方と一緒に見学する機会をいただきまして、指定

管理者の担当の方にいろいろとお話を伺う機会がありました。赤羽体育館にご尽力いた

だいた方に非常に耳が痛いかもしれないのですけど、決して意地悪で言うわけではなく

て、私がちょっとびっくりしてしまったなというのがあったので、今からお話しします。 

  まず、赤羽体育館は、１７ページの実績評価でいろいろと建設をしましたり、利用者

総数が増しました等々、いろいろと書いてあるのですが、私が指定管理者の方に質問を

したのですね。年間の目標の来場者数はどれぐらいに設定しているのでしょうかとか、

損益分岐点はどのくらいでしょうかとかという話をしたときに、わかりませんと言われ

たのですね。民間では目標とか、損益分岐点のない施設運営というのはあり得ないので、

ちょっと驚きました。 

  それと、では今の課題と改善策とかはありますかという話を申し上げたときに、平日

の来場者数の薄いゾーンはわかっていますと。ただそれに対する具体的な改善案が今具

体的にはないのですという話も、これもちょっとびっくりしまして、いろいろとこうい

うものを考えています。その中で今精査していますという話があるのかなと思いきや、

そういうものもなかったりしていました。最もびっくりしたのが、まだ赤羽体育館はで

きて新しいかと思うのですけれども、結構穴ぼこが開いていて、へこんでいて、養生テ

ープで張ってある。いわゆる雑な管理をしていると。私はそちらの会議体で非常に厳し

くお話をしました。要は何が言いたいかというと、このスポーツ環境の整備ということ

に関して、北区は箱物をつくって、箱物の企画を立てて、箱物をつくりました、その後
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指定管理者に投げて、それがゴールだったりするのかなと勝手に考えてしまいました。

民間の視点ですと、ＰＤＣＡサイクルを常に回していくというのが基本になりまして、

企画を立てました、実行しました、それがうまくいっているかどうかチェックをします、

それに対して改善をするというので、これがワンサイクルなのですけども、どうもプラ

ン・ドゥで止まってしまっているのかなという素朴な疑問もあります。せっかくいい施

設をつくるのであれば、ぜひそういったＰＤＣＡサイクルを回してもらえればなという

ふうに思いました。 

  北区の発想が赤羽体育館だけを見てそういうふうに思ったわけではなくて、その会議

体で「あるきた」というアプリですかね、あれもちょっとお話を聞いて、８００万円の

設計費を使って、実際今直近で４，０００人の登録者数、北区の人口が３０万人ぐらい

ですから、それで４，０００人ってどうなのかな。私も実際ダウンロードしているので

すけど、使っていないです。その会議体でも少し厳しく言ったのですけど、使い勝手が

余りよくないという話もさせていただいて、だからそういったせっかくつくっているも

のが余りうまく回っていないのも、ちょっとどうなのだろうと思いました。 

  その話は、実は北区の基本構想につながっていて、誰もが身近な地域でスポーツレク

リエーション活動を行える場を提供するというふうに構想でしっかりと書いてあります。

何もスポーツってハードルを高くしなくてもいいのかなと、私は実は思っていて、例え

ば、皇居のあたりを走ったり、歩いたりしている人はあれも立派な運動だったり、スポ

ーツだったりすると僕は思います。先ほどの北区の発想って、私が勝手に思っているだ

けなので、軽く聞き流していただきたいのですけど、企画を立てて実行するので手いっ

ぱいということであれば、何も立派な施設をつくる必要もないなと思っていて、例えば

川辺の散策路をつくったりとか、公園整備をしたりとかというので、お年寄りから子ど

もの方々、特に割とアクティブに動く方というのは、自らスポーツジムに行ったりとか

というふうに体力もあるので、そういったゾーンは外して、要は公営施設というか、区

とか行政がやるのだったら、弱者に優しいものをつくってあげたりしてもいいのかなと

思います。せっかく北区には川辺があったり、あと公園とかをもうちょっと整備すれば、

いろいろと子どもたちとか高齢者の方々が家に閉じこもらないで、ちょっと表に出て、

お散歩でも立派な運動の一つだと私は思っているので、何かそういった視点で、オリパ

ラに引っ掛けて、いろいろやる、取り組むというのは決してだめとは言わないのですけ

ども、何か北区の基本構想で誰もが身近な地域でというふうにうたっているのであれば、

そういったことをもうちょっと盛り込んでいただけるといいのかなというふうに思いま

す。なので、繰り返しになりますが、私が申し上げたいのは、生涯スポーツの推進とい

うところで、何か身近なスポーツ場の整備でものをつくっていくのであれば、しっかり

とＰＤＣＡサイクルを回してもらいたいなというふうに思いました。以上です。 

 

○会長 

  はい、どうもありがとうございます。 

  これについてはいかがでしょうか。お願いします。 
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○区 

  すみません。赤羽体育館等々のお話をいただきありがとうございます。赤羽体育館の

話を聞いていると、やはり指定管理者の件ももちろんございますが、一部は区の責務か

なと思っている部分もございまして、実はその話は多分区政モニターでご見学されたと

きの話で、私も実際に報告を受けてございます。指定管理者だけではなくて、区の問題

もかなりあると思うので、そういう点は改善していきたいと思ってございます。 

  それから、「あるきた」等々含めて、やはり一つのアプリが我々だと、ついに４，０

００人登録していただいたということは、かなり高いレベルだという判断をしたのです

が、実際民間の方からご指摘をいただくと、アプリの成功というのはもっともっと高い

数字だよというのを伺ったときも、そういうものなのだと、かなり私たちは衝撃を受け

たという気もしてございます。 

  この生涯スポーツの中で、最後にあと１点ご指摘いただいた民間とのお話で、やはり

我々は全てのことができるわけではない中で、できるだけ民間ではやれない部分、民間

との競合、民間ではなかなか採算がとれないので、担っていけない部分に関して、特に

力を入れていきたいと。立派な区の施設が何個もつくれるわけではないので、当然赤羽

体育館はそれなりに区として投資した施設ですけど、それ以外の例えば、区のメリット

である河川敷等々、そういったものも有効に活用して、そこで少しでもスポーツができ

るような、そういった環境も今考えていますので、今いただいたご意見等々、十分に活

用させていただきたいと思います。ありがとうございます。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

それでは、委員、お願いします。 

 

○委員 

  例えば、２－４の生涯学習の推進のところの「区民とともに」の一番下のところで、

学びの成果を地域活動の中に還元する、ボランティア活動を通してというところがあり

ます。前回もですが今回も、今さまざまなところでボランティアが求められているし、

区と区民の協働という場合も、そのボランティア活動をどのように組織化していくかと

いうのは、とても重要ですし、今の団塊の世代のそのボリュームから見ても、結構、喫

緊の課題かなというふうにも思うんですが、ここのところが具体的な施策になると、１

５ページのところで、取組み例で社会教育活動団体の学習活動を支援するとか、教育に

閉じているような感じになっちゃっているのがどうなのか。最初に質問すればよかった

のですが、この生涯学習というのは、所掌の部局というのはどこなのかというのと、そ

れから、推進の計画みたいなものを区でお持ちなのですか、最初にそれをお伺いしたい

のですけれども。 

 

○会長 

  お願いします。 
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○区 

  教育振興部長です。 

  生涯学習全全体の所管は、教育委員会の生涯学習・学校地域連携課というところが担

当しております。それから、計画ですけれども、基本的に北区の教育ビジョンの中で、

生涯学習の推進をうたっておりまして、これは基本計画等に反映させていくと、そうい

った形になっております。 

 

○委員 

  生涯学習というのは、今までの議論でも全庁的に関わるところ、ボランティアが全庁

的に関わるのと同じように、そのボランティアと連動させて生涯学習を考えるという場

合は、全庁的な取り組みになってしまうので、ものすごく大きなことになっちゃうので、

教育委員会の一部局でなさるというのは、物理的に無理なんですね。無理なのですけど、

北区の場合は、せっかく区民とともにということが、基本計画の柱にもなっていますし、

さまざまなところで公益性の高いボランティアが必要であるとすると、どこかでその需

要と供給のマッチングをしなければいけないし、それと連動して生涯学習を進めていく

というのは、見方とすると結構重要かなというような観点があります。ただ、そうする

と全庁的な取り組みになってしまうので、今回、この基本計画に盛り込むというのはち

ょっと難しいと思うんですが、この生涯学習の推進のところの資料、空白の部分がとて

も大きな気もするので、もう少しここの部分が全庁的に取り組めるといいかな。確かに、

生涯学習って、本来は自分が学びたいことを学べるということなんですが、同時に、何

か地域に還元したいとか、役に立つことをしたいという需要もあると思いますので、そ

ういうことと生涯学習の推進は、結びつけて考えていただいたほうがいいんではないか

という、今後の事を考えた場合の提案が１点目です。 

  それから、これも前回とか前々回から出ていますが、生涯学習と何かを連動させると

いう場合に、やはり、この体系図だとなかなか難しい。結局、抽象度を上げて言うと、

ここでの言っている体系というのが、どういうイメージなのかということなんですよね。

だから、それが何かさまざまな施策を連動させていくと、うまくいくような感じもする

んだけど、この体系図にはそういったものが見えていないので、それが、だから三次元

になると表れるのかどうか、少しよくわからないですけれども、今までも出ている委員

の皆さんの、何か違和感ですよねというのは、この体系の捉え方が、どうしても所掌部

署の単位になっている、とまでは思わないですけれども、これは根本に関わることなの

で、今回はもちろん無理だとは思いますけれども、もうちょっと体系が、うまくいろい

ろな施策が連動するようなものになるといいかなと。 

ちょっと話がずれてしまいましたが、話を戻すと、生涯学習というのは、ですから全

庁的なことなので、いろんなところに絡んでくるのに、ここに閉じ込められているとい

うような印象がちょっとあったので、何かもう少し工夫ができないかなというふうに思

います。雑駁な話で申しわけありません。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 
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  最後、雑駁とおっしゃいましたけど、雑駁というよりは、何か本質的なところみたい

な気もするので、お願いします。 

 

○区 

  どうもありがとうございます。教育振興部長です。 

  生涯学習そのものを、社会教育の延長みたいな形で、これまで取り扱ってきたのは事

実なんですね。ですから、今のような形でのご指摘はまことに的を得ているというふう

に考えます。 

  人生８０年時代、１００年時代ということを迎えたときに、単に教育的な話ではなく

て、全体の中でというのは当然のことかなというふうに思います。 

  所管課はどこにあるのかは別にいたしまして、そういった形で全庁的に推進できるだ

けの視野をもった形で、これを何らかの形で位置づけなければいけないのかなというこ

とは、非常に強く感じております。参考にさせていただいて十分検討させていただきた

いと思います。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。よろしくお願いします。ほかにいかがでしょうか。 

  生涯学習、生涯スポーツ、どちらも所管の部局というのは当然あるんですけど、やっ

ぱりそれを超えて、それこそ北区民の生き方そのものにも関わってくる、非常に重要な

テーマだと思いますので、具体的にそれがどうあるかという形をここで示すのはかなり

難しいけど、そういうものだよということぐらいは伝わるようにしたいですね。よろし

くお願いします。事務局にまた押しつけますが、よろしくお願いします。 

  ほかによろしければ、２－４と２－５をひとまずここまでということで、予告どおり

休憩時間をとりたいと思います。もう、ほぼ１時間３５分経過したところなので、１０

分間休憩をとって、８時１５分再開ということにしたいと思いますが、よろしいですか。 

事務局いかがですか。 

 

○区 

  大丈夫です。 

 

○会長 

  それでは、１０分間の休憩、８時１５分に再開したいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

（休憩） 

 

○会長 

  それでは、時間になりましたので、検討会を再開します。 

  資料２の２－６から２－８まで及び資料３と資料４について説明をお願いします。 
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○区 

  よろしくお願いいたします。 

それでは、資料２と４を主に使いまして、２－６から２－８までご説明をさせていた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

では、資料２の２２ページをごらんください。未来を担う人づくりというところでご

ざいまして、基本施策が２ページにわたっております。２２ページと２３ページにわた

っておりまして、五つの基本施策となってございます。 

これは資料４を次にごらんいただきたいと思います。資料４の７ページごらんくださ

い。こちらが２－６の未来を担う人づくりの体系図ということになっております。 

こちらは社会状況の変化や課題の変化等に合わせまして、新たに盛り込んだ中身が比

較的に多いところになっておりまして、黄色で塗り潰してあるところが、新たに盛り込

んだ内容というところになります。 

７ページ、８ページのところが、２－６に関しての施策体系図ということになります

ので、資料２とあわせてごらんいただけたらと思います。 

恐れ入ります。資料２にまたお戻りいただきまして、２２ページ、ごらんください。

こちらの下のほうを見ていただきますと、まず「区民とともに」のところで、区民など

に期待することということで、放課後学習や家庭学習の定着を図る、お子さんが外国語

を学び、親しむ機会を増やす、また四つ目のところになりますけれども、子どもに関す

る悩みといったものを抱え込まないで、教育総合相談センターや、学校に配置されてい

るスクールカウンセラーによる相談などを活用していただくというようにしております。 

次、２３ページにも区民の方に期待することということがありますので、２３ページ

ごらんください。 

一つ目のところでは、お子さんの生活のために必要な習慣を身に付けさせる、自立心

を育成し、心身の調和のとれた発達を図る、また三つ目のところでは、地域全体で子ど

もたちの成長を見守り支えるというような内容になってございます。 

それでは、少し中身を見ていきたいと思います。２４ページ、お進みください。 

まず、こちらは一つ目の基本施策になりまして、社会の変化に対応する学校教育の推

進というところです。 

学力が向上し、社会の変化に応じた判断力、思考力を持った児童・生徒が育成される

というような状態を目指しまして、２０２０に向けてのところをごらんいただきたいと

思いますけれども、学校ファミリーを基盤としました小中一貫教育ですとか、新学習指

導要領に基づきます指導体制の構築、就学前教育保育や特別支援教育の充実等によりま

して、多様な児童・生徒一人ひとりに応じた、質の高い教育を推進するとなっておりま

す。 

施策の方向性に関しましても、非常に内容が多くなっておりまして、①から⑦まで七

つの施策の方向性をお示ししております。どれも重要な中身ではあるんですけども、一

旦ここでは重点施策として、一つ目の確かな学力の保証ですとか、四つ目のところのグ

ローバル時代に対応した国際人の育成といったところを挙げさせていただいているとい

うところでございます。 

こちらは以上です。 
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次に、２５ページ、お進みください。 

二つ目の基本施策でございまして、教育環境の整備というところで、学校の教育力が

高まるとともに、安全・安心で豊かな教育環境となるというような状態を目指しまして、

２０２０に向けては、学校における働き方改革、こういったことも踏まえながら、多様

化していく学校教育へのニーズに的確に対応できる環境の整備を推進するというように

しております。 

施策の方向性としましては、お示しの四つでございますが、重点的なものといたしま

しては、二つ目の「学びと生活の場」としての学校施設・設備の整備というような形で

整理をしております。 

また、重点施策としてはいないのですけれども、④のところでは、教育支援体制の整

備というところで、説明にありますように、子どもに関する総合的な相談拠点としての

複合施設を整備いたしまして、ワンストップの総合相談窓口としての体制及び機能の充

実を図るというようにしてございます。 

こちらは以上です。 

次、２６ページ、ごらんください。（３）の基本施策、学校・家庭・地域社会の連携

の推進というところで、学校、家庭、地域が連携いたしまして、子ども達が地域で健や

かにのびのびと育つ環境となるといったような状態を目指し、学校・家庭・地域社会の

連携を推進しまして、家庭の教育力の向上ですとか、地域全体で子どもの成長を支える

環境づくりを図るというようにしてございます。 

施策の方向性といたしましては、二つお示しをしておりまして、二つ目の家庭・地域

社会の教育力の向上といったところを重点施策というように整理をしております。 

こちらも生涯学習の推進、先ほどありましたけれども、２－５の内容とも関係してく

るところがあるかと思っています。 

次に、２７ページ、ごらんください。基本施策の四つ目、地域に開かれた学校づくり

というところで、地域に開かれた学校が、地域コミュニティの核となるといったような

ことをめざしまして、２０２０では、コミュニティスクールをはじめとしまして、学校

と地域、保護者が連携・協働しながら、子どもたちの成長を支えるしくみづくりを推進

するとなっております。方向性としては二つお示しをしており、地域社会との交流促進

といったところを重点施策といった形で整理をしております。 

こちらも先ほどご説明しました基本施策の三つ目、学校・家庭・地域社会の連携の推

進のところと、非常に関わりが深い中身と考えております。 

次に、２－６の最後の基本施策になりますが、２８ページ、ごらんください。（５）

青少年の健全育成と自立支援というところで、青少年の社会参加が促進されるというよ

うなことを目指しまして、２０２０では、町会・自治会や青少年地区委員会などの地域

コミュニティと協働しまして、青少年の健全育成に取組み、青少年が主体的に地域活動

へ参加できるよう支援を行うというようにしております。 

施策の方向性がお示しの二つでございまして、青少年の社会参加の促進といったとこ

ろを重点施策というように整理をしております。 

こちら２－６に関しましては以上です。 

次に、２９ページ、ごらんください。こちらが国際化などに関する中身に入ってまい
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ります。２－７のグローバル時代のまちづくりというところでございます。 

基本施策はお示しの三つでございまして、下のところ、「区民とともに」をごらんい

ただきたいと思いますが、まず一つ目のところで、人権・平和についての関心を持つ、

国際交流事業に積極的に参加し、その成果を周りの方と共有していただくということ、

また三つ目のところでは、ＮＰＯですとか、外国人の支援団体が中心となりまして、ネ

ットワークを構築し、地域課題を共有する、最後のところでは、互いの多様性を認め合

い、多文化を受け入れるというところでございます。 

こちらに関しましても資料４をごらんいただきたいと思います。資料４の９ページで

ございます。グローバル時代のまちづくりに関する施策体系図の新旧対照表になります

が、今年度、北区で多文化共生指針といったものも策定をしました。その考え方も踏ま

えまして、基本施策や単位施策、また単位施策の中の内容などを再編しております。 

黄色でお示ししたところが、新たに盛り込んだ内容となりますので、こちらも資料２

とあわせてごらんいただきたいと思います。 

では、個別の説明に行きたいと思いますので、資料２の３０ページ、お進みください。

こちらが一つ目の基本施策になっていまして、地球市民を育む意識づくりというところ

で、平和で様々な人権が尊重される社会となるという状態を目指しまして、２０２０に

向けてというところですが、長期的な視点で幅広い世代の区民に対しまして、人権と多

様性の尊重、平和の推進に向けた事業を実施するというようにしてございます。 

施策の方向性は二つお示しをしておりまして、まず一つ目が、人権の尊重というとこ

ろでございますが、こちらは説明文を読ませていただきたいと思います。 

だれもが一人ひとり持っている国籍や年齢、性別や性のあり方、障害の有無、出身地

等の多様性を認め合い、誰もがいきいきと生きることができる差別のない人権尊重社会

の実現に向けて、将来を担う子どもたちを中心としまして、幅広い世代に普及・啓発を

していくというような中身になっております。そして二つ目のところが、平和の推進と

いう中身でございます。 

こちらは重点施策として二つとも挙げています。一つ目の人権の尊重は、この後出て

きます２－８の男女共同参画社会のところとも、関係があると思っております。 

次に、３１ページ、ごらんください。二つ目の基本施策、国際交流・国際協力の推進

ということで、区民の国際感覚が養われるということを目指しまして、国際感覚を養う

ために、海外友好都市との交流を充実させるとともに、地域の多様な主体との連携・協

働によりまして、交流・協力といったものを推進していくというようにしております。

施策の方向性はお示しの一つでございますけども、国際交流・国際協力を推進していく

といったような中身になります。 

こちらは資料４の９ページのところにもありますけれども、単位施策の再編をしてい

るところになります。３１ページの重点施策の下のところに、単位施策の再編について

のご説明を記載しております。 

次に参りまして、３２ページ、ごらんください。（３）外国人が暮らしやすい環境づ

くりということで、日本人と外国人が地域で相互理解を深め、ともに安心して心豊かに

暮らすといったような状態を目指し、２０２０では、外国人区民が国籍といったものを

意識することなく安心して暮らせる北区を実現するため、地域での環境の整備を行うと
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ともに、地域交流や地域参画の機会創出を推進するということで、施策の方向性を三つ

お示ししております。 

こちらに関しましては、単位施策の再編をしております。単位施策の再編についての

ご説明は、重点施策の下のところにお示しをしておりまして、旧単位施策名も書いてあ

りますので、あわせてごらんいただけたらと思います。 

こちらの中身は、先ほど地域コミュニティのところでもいただいたようなご意見も、

大きく関わってくる部分かなというように思っております。 

２－７につきましては以上です。 

次に、最後になりますが、八つ目の柱ということで、３３ページ、ごらんください。 

こちらが男女共同参画社会の実現といった柱になっておりまして、基本施策がお示し

の三つになってございます。 

こちらに関しましても、資料４、１０ページのところをごらんいただきたいと思いま

すけれども、新旧対照表をお示しおりますが、単位施策の再編、名称の変更、または、

単位施策の新設といったものをっております。青地で色塗りをしてあるところや黄色の

部分が新たに盛り込んだ内容というところになります。 

では、資料２の３３ページ、下を見ていただきたいと思いますが、「区民とともに」

のところでございますけれども、男女平等や男女共同参画、ＬＧＢＴ等に関する講座や

セミナーを受講する。また、二つ目のところでは、そういったところで得た知識を広め

ていくということ。そして、三つ目のところでは、ＤＶ被害を受けている人がいないか

といったところを気にかけて、発見した場合などは、行政の相談機関の案内などアドバ

イスを行う。そして、四つ目のところでは、女性が自ら自己実現に向けた意識を向上さ

せることで、多様な生き方を選択し、持続可能な社会を形成する担い手となるというよ

うになっております。 

次に、中身を見ていきたいと思います。３４ページ、お願いいたします。 

まず一つ目の基本施策、男女平等の意識づくりというところでございまして、男女協

参画意識の向上が図られるといったような状態を目指し、２０２０では男女共同参画社

会の実現や、ＳＯＧＩ（性的指向・性自認）の概念の普及啓発のため、研修や啓発活動

を実施し、多様性社会へと対応するというようにしております。 

施策の方向性は二つお示しをしておりまして、学習・啓発によります男女共同参画意

識の向上、二つ目のところが新たな単位施策になりますが、性の多様性への理解促進と

いうようになっております。こちらが以上です。 

次が、３５ページ、お願いいたします。二つ目の基本施策になりまして、男女共同参

画社会の推進というところで、男女とも個人として尊重され、助けあう社会が形成され

るというのを目指しまして、２０２０のところでは、責任ある立場への女性の参画促進

等、社会の意識、システムを変えていくための取組みを推進するということ。男性と女

性が個人として尊重され、お互いに助け合うしくみづくりを行う。また、ＤＶ被害者に

対する相談支援体制の一層の充実を図るというようにしておりまして、施策の方向性と

しては、お示しの二つというところで、男女共同参画の推進、暴力防止の総合的な支援

の推進というようにしてございます。 

それでは、こちら２－８の最後になりますが、３６ページ、ごらんください。 
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三つ目、男女の仕事と家庭の両立支援というところで、男女とも仕事も家庭生活にお

いても充実した生活を送ることができるという状態を目指し、２０２０に向けては、男

女が共に仕事と子育て・介護を両立できる環境の整備に向けまして、多様で柔軟な働き

方を可能とする環境整備を行っていく中、特に女性のライフステージに合わせた活躍を

後押しするしくみづくりを行うというふうにしております。 

施策の方向性はお示しの二つでございまして、ワーク・ライフ・バランスの推進、こ

ちらは名称を変更しています。二つ目のところでは、新たに位置づけた単位施策になり

ますが、女性の活躍の推進というところで、説明文を読ませていただきますと、１行目

の終わりあたりになりますが、自分らしい多様な生き方というものができるように、キ

ャリア形成や就労・復職に対する支援等の取組みを推進するというように整理をしてお

ります。 

重点施策といたしましては、女性の活躍の推進ということで整理をしているというと

ころです。 

説明は以上です。 

 

○会長 

  どうもありがとうございました。 

  皆様から質問、ご意見を伺いたいと思いますが、ここでも項目に分けて進めていきた

いと思います。 

  資料２のうち、２－６の未来を担う人づくりについて、まず質疑をして、次に２－７、

グローバル時代のまちづくりと、２－８、男女共同参画社会の実現について質疑を行い

ます。最後に資料３と資料４について質疑を行いたいと思います。 

  それでは、２－６に入りますが、じゃあ、委員、お願いします。 

 

○委員 

  簡単に２点ぐらいになるんですが、申し上げたいと思います。 

何と言いますか、言葉遣いがちょっと古いというか、現行の学習指導要領的な言葉遣

いになっているような感じがするので、例えば、２４ページのところの社会動向のとこ

ろで、新学習指導要領の告示に伴うということで書かれていますが、それが何かうまく

施策の方向性に乗っているのか、施策の方向性の確かな学力、豊かな心、健やかな体と

いうのは、変わらない日本のオーソドックスな三つの目標なのですが、今のこれからの

学習指導要領は、この枠づけも変わってきつつあるのかなという理解もあります。それ

から、第３期の教育振興基本計画もできていますし、今年だとソサエティ５．０をもろ

に受けた国の方針とかも出ていると思うんですよね。 

  今は内閣府と経済産業省の力が結構強い。諸般の事情で文科省が弱くなっているとい

うのがあるんですが、内閣府とか経済産業省とかの動向とかが、今後の教育で結構大き

な影響力をもってくるとなると、それに備える必要もあると思うんですね。 

  ＩＴとかは全然詳しくないので、私が適任だとは思わないのですが、そういうような

社会的な動向が、かなり今年大きく変わりつつある中で、この構想だと、ちょっと現行

の学習指導要領的な言葉遣いになっているので、もう少し新しい芽が出ないのかという
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ので、ご検討をいただければというふうに思っています。大きく言うとそれだけです。

ありがとうございました。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  重要なご指摘かと思いますが、事務局よろしいですか。 

  はい。それでは、委員、お願いします。 

 

○委員 

  ４点あります。 

  まず１点目ですが、２２ページの「区民とともに」のところで、２番目の子どもが外

国語を学び、親しむ機会を増やすというところで、先ほど区のホームページで、どんな

事業をやっているのかなというのを見てみたんですけども、どうしても、親しみやすい

というところだとは思うんですけど、英語にかかわるイベントが多くて、北区に住んで

いる外国人の割合は、今、人口の６％いて、３位にベトナムの方だったり、それ以降が、

ミャンマー、パキスタン、ネパール、バングラデシュ、そのあたりの国の方が今は北区

にはたくさんいらっしゃるということで、あと２万人いる中で、全体の半数、１万人が

中国の方がいらっしゃるんですね。 

  身近に、例えば同じクラスにいる同級生や近所に住んでいる人、英語をしゃべる人は

近くにいるかなと考えると、もちろん、学習の中での英語はとても大事かと思うんです

けれども、身近に住んでいる外国の方が、どんなバックボーンで、どんな食べ物を食べ

てとか、本当に身近なところをもうちょっと知ると、外国人イコール怖い、最近、コン

ビニにもすごく外国の方が働いてらっしゃいますけど、顔を見ただけで逃げ出す方がい

らっしゃるとかで、あるコンビニでは張り紙がしてあって、外国人を差別しないでくだ

さいというのを、私も実際に北区の中で見たことがあります。なので、まず隣人を知る

のが一番大事な国際教育かなと思いました。 

  それから、また外国人つながりなんですけれども、２４ページ、個に応じた教育の推

進ですとか、２５ページ、教育支援体制の整備というところと思うんですけれども、お

子さんへの対応は、学習支援など大分よくなったとは思うんですけれども、保護者に対

する対応が全くなくて、昔、５年ぐらい前の子ども子育て会議でもその話がありました。

昔は区の中に国際交流課という課があって、今は総務課のほうに吸収されてしまったと

いうお話が以前あったんですけれども、こういった対応は全て先生に任されていて、実

際、小学校の中でも先生がお手紙をローマ字や英語で書いたりですとか、英語がわから

ない方には家庭訪問をして、もう筆談をしながら伝えている、毎日訪問されている先生

も実際にいらっしゃいます。本当に先生の働き方改革と言いながら、負担がふえる一方

なので、ぜひ、こちらの支援もどこかつくっていただきたいなと思います。 

  先ほど調べたら、Ｋ－ＶＯＩＣＥという国際交流協力ボランティアというのを去年か

ら始められてますよね。これはどのぐらい活用されているのかとか、もし、このボラン

ティアの方が、こういった保護者の方の対応をお手伝いできるということがあれば、ぜ

ひお願いしたいと思います。 
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  それから、３点目、２４ページの施策の方向性の中で、確かな学力の保証、グローバ

ル時代に、というところでなんですが、２０２０年から小学校の学習指導要領で、ＳＴ

ＥＭ教育が入ってくるんですね。これはアメリカから始まった化学・技術、工学・数学

を総合的に学ぶ教育なんですけれども、世界からとても理数の学力レベルが日本はここ

のところ離されつつありますし、ＩＴ人材を育成するだけではなくて、自分で考える力、

問題解決をする力をつけるための教育ということで今は世界中に広まっています。 

  プログラミング教育だけではなくて、実際、アメリカの小学校でやっているのは、例

えば、ビニールの手袋とか、輪ゴムとか、セロテープとか、実際にあるものを使って、

マシュマロを宇宙飛行士に見立てて、それを自分たちでグループで好きなように包むん

ですね。それを真空機に入れたときに爆発しないように、無事、宇宙飛行士を生かせる

ようにするにはどうやってやったらいいかとか、それをグループで四、五人の話し合い

をしながら行ったりする授業があるんです。なので、教科書を見て教えてもらう授業だ

けではなくて、自分たちで考えて自分たちの手を動かしてという授業を、ぜひ積極的に

取り入れていただけたらなと思います。 

  それから、２５ページの４番、教育現場におけるＩＣＴ環境というところなんですが、

今は小学校でもパソコンを使った授業ですとか、タブレットを使ったりとか、いろいろ

な授業が始まっているんですけれども、どうしても先生の個人的なＩＴ能力に左右され

るといいますか、パソコンがとても得意な先生がいらっしゃれば、とてもおもしろいこ

とをいろいろ教えてもらったりするんですけれども、それはとっても先生によって変わ

ってしまうので、本当でしたら専門的な方が講師でいらっしゃって教えていただけると

か、もしくは、先生方もやっぱりお忙しい中で、そこまで手を伸ばすのは、それぞれの

学級経営などもあるので、そこを重点的に考えるならば、外部講師をお願いするなど、

ちゃんとした教育をするために専門家を活用してほしいと思います。 

  以上です。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  事務局、いかがでしょうか、ご質問もあったかと思いますが。 

  外国人の保護者に対してのサポートはどうなっているかというご質問があったような

気がするんですけど。 

 

○区 

  総務部長です。 

一つは、総務課に国際交流員を置いていまして、その国際交流員は、委員おっしゃら

れたように、中国の子どもも多いということから、中国語が堪能な非常勤職員を置いて

います。 

その国際交流員は、区の窓口などでの通訳が数としては多いんですけれども、保育園

に出向いて保護者への説明を行うといったようなことも行っております。 

それから、Ｋ－ＶＯＩＣＥのお話がありました。区民ボランティアのグループという

ことになりますけれども、区の窓口や区立の施設で、日本語の理解が不十分な外国人の
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方に対応するために、通訳や翻訳をお願いしております。その中には、保育園、それか

ら、小中学校おける保護者会、就学相談ですとか、乳幼児健診などでの通訳、あるいは、

リーフレットの多言語化などにも関わっていただいていまして、その件数としては２９

年度で２０５件という状況です。 

 

○会長 

  よろしいでしょうか。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  委員、お願いします。 

 

○委員 

  今は小中学校の各クラスの中に複数の外国人のお友達がいて、子どもたちは割合早く

言語も習得するけれども、保護者の方たちがなかなか日本の風習とかルールになじめな

くて、学校が大きな課題としているということを私も伺っていますので、ぜひとも、国

際交流員ですか、そういう方をもっとふやすとか、さっきもありましたけれども、地域

の中で、例えば外国に滞在した経験があるとか、学生時代に中国語を学んでいた、自分

の力をそういう方たちに生かしたいという方を活用するために、簡単な研修会のような

ものを開いて、地域全体で支えていければいいなと思います。 

  また、外国人もそうなんですが、この小１プロブレムの解消という文言が出ています

けれども、今は小学校１年生だけではなくて、授業になじめないお子さんというのは、

学年が上がっても、それぞれのクラスに場合によっては２人、あるいは３人いらっしゃ

ることもあるようです。そういうお子さんも一緒に授業を受けるとなると、とても担任

の先生１人だけでは手に負えなくなってしまうということがあって、ここでも先生をサ

ポートするという意味でも、しっかりとした人的な対応が必要だと思うんですが、これ

も地域の中で、子どもが好きだし、じゃあ、そういう子どもさんを１対１で面倒を見て

もいいよという方がいらっしゃれば、やはり簡単な研修等を受けていただいて、そうい

う方に一緒に子どもの育成を見守っていただけたらいいんじゃないかというように思っ

ています。 

  また、２５ページですか、子どもの方向性、豊かな心とか体力というところなんです

が、みずからの命を自分で守れる子どもの育成ということも、非常に重要だと思ってい

ます。これは後に防災のところで出てくるのかもしれないんですけれども、やはり、今、

学校の中でも、総合防災教育とかは非常に盛んですし、常日ごろから自分の命は基本的

には自分で守るんだということを、しっかり身に着けた子どもを育てるということが、

非常に重要かなというように思っています。 

  また、国際人として活躍してもらうには、外国語の習得だけではなくて、自ら考え、

そのことを自ら表現することのできる子ども、こういう子どももぜひ育成してほしいと

思います。 

  ２２ページの下のほうの区民に期待することの中に、これはほかの項目で、講演会だ

け開いても、というのがありましたが、説明会や検討会に参加することを区民の方に求

めていますけれども、学校で例えば経営説明会というのが毎年４月に行われても、お勤
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めがあったり、いろいろな事情で参加して下さる方はなかなか少ないんですね。ですか

ら、区民に期待することに、単に説明会や検討会に参加することというのではなくて、

もう少し具体的に、あるいは、どういうふうにしたら参加してもらえるのかということ

も踏まえた上で、期待をしていただきたいなと思いました。 

  以上です。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  事務局、よろしいでしょうか。 

  では、ほかにいかがでしょうか。 

  委員、お願いします。 

 

○委員 

  経済産業省的教育という視点でちょっとお話を申し上げたいと思います。 

  北区は、教育先進都市として、この教育の充実を進めていきたいということで、この

２２ページの左側のところに、社会の変化に対応する学校教育の推進ということを掲げ

ている。これはものすごく大切なことで、今またご意見をいただいたことも、みんな大

切なんですね。 

他方で、先生方の負担軽減の話が出てくる、ワーク・ライフ・バランスの問題がある。

そうすると、先生の数を倍にするのかという話になってくるわけですね。あるいは、別

のさまざまな専門家を引っ張ってくる。これはやはりコストの問題が出てくると思うん

ですね。 

そういう中で、恐らく、この二、三年以内にＡＩが大進歩する。今までのｅラーニン

グのレベルを超えて、コンピューターが個別指導をする時代に入ってくる。もう塾では

進めていますし、一部の私立学校では始まっています。それが一気に進む時代が、これ

からこの基本計画がスタートするところから始まってしまうんですね。 

そうすると、この２２ページに書いてあるＩＣＴを活用した教育の充実というのは、

タブレット端末を配ることとか、教育施設を充実すること以上に、いわゆる、ＡＩを活

用しながら、基礎知識をどう植え込んでいくかということになっていくんだろうと思い

ます。つまり、教育の生産性向上が必須ではないかということ。 

私、専門外なので、こういう場ではなかなか出ない意見かと思うのですが、それをや

らない限り、ここに掲げている七つの項目は達成できないのではないかと、そういう心

配をしておりますので、ちょっとそのあたりもどこかに掲げておく。例えば、文科省の

ほうからモニターとなる学校はありますかといったときに、北区は教育先進都市として

真っ先に手を挙げる覚悟をもっておくとかですね、そういう準備は少なくとも必要な時

代に入っているんじゃないかと思います。 

そういうふうに先生方の負担を軽減することによって、心のケアとか、人間としてど

う生きていくのかとか。先ほど実験の話がありましたけれども、観察、実験とか、コン

ピューターではできないところに先生方の活躍の場がこれから大きくなっていくし、子

どもたちの教育環境という意味では、ものすごくいい充実したものになるんじゃないか
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と思うので、ちょっと意見として申し上げました。 

以上でございます。 

 

○北原会長 

  どうもありがとうございます。 

  事務局、よろしいですか。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  はい、委員。 

 

○委員 

  教育の分野はそれほど知見があるわけではないので、何となくジャストアイデア的な

部分が多々あるかと思うのですけども、ちょっと提案レベルでお話をさせていただけれ

ばと思っています。 

  この未来を担う人づくりのところで、区民の方々にいろいろと期待することが、いろ

いろ書いてあると思うのですけども、区民を巻き込むのであれば、先ほどもちょっとお

話が出ていたと思うのですけど、やっぱり北区がこれだけすごいことをやるんですよと

いうのを、ちょっと何かＰＲしてもいいのかなと思っています。ここに中期計画、それ

から、実際の評価として短期的なものがいろいろ書かれているんですけども、何となく

教育って長期のビジョンも必要だったりするのかなというふうにちょっと思っていまし

て、本当にこれは素人の発想なんですけど、北区はこれから１００年かけてこういうの

をやりますというので、区民の皆さん協力してくださいというので、声をかけて何かや

っていくというのも、何かあったりするのかなというふうに思いました。 

  じゃあ、具体的にどんなことをやっていくのかというのがあるかと思うんですけども、

実は私、北区に来る前に港区に住んでいたんですが、私の住んでいたすぐそばに小中一

貫校というか、区営の幼稚園も隣接したところがありました。 

  ちょっと近所の方にたまたま聞いた話が、放課後とか登下校のときの見守りのスタッ

フ、父兄の人数が一貫校だと少なくて済むと、小学校、中学校が兼ねているので、目の

前の歩道とか、登校ルートとかにも人員が割と、小学校、中学校が分かれているのに比

べれば父兄の軽減ができているんだよという話をと聞いたこともありました。 

  これはあくまでも想像の世界なんですけども、例えば、幼稚園、小学校、中学校が見

える範囲にあったとして、いい意味で牽制になったりするのかなと。例えば、幼稚園児

が遊んでいる、やんちゃ盛りの中学生がちょっと悪いことしようかなと思ったときに、

幼稚園児の姿を見て、ちょっとやっぱり自制しようかなと思ったりとか、幼稚園、小学

校が何か中学校の方々が一生懸命頑張っている姿を見て、ああいうお兄ちゃん、お姉ち

ゃんになってみようとかというのが、お互いいい意味で刺激になるのではないかと思い

ます。 

  スクールカウンセラーの課題というのも、取組み例ですか、あったと思うんですけど

も、これも勝手な個人の想像なんですが、例えば、先ほどもお話あった、小学校１年に

上がるときとか、中学校１年に上がるときのそのストレスの課題があったかと思うんで

すけども、これちょっと先生の負担になってしまうのかもしれないんですが、例えば、
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その中学校１年に上がったときに、小６のときにお世話になった先生で気心が知れてい

るんであれば、最初のその新学期を迎えたときに、一貫校であればすぐそばに、学校の

先生は移動があるので、そうそうずっといるわけではないんですけども、そういったと

ころで顔が見えて声をかけて、元気とかと言ったときにぽろっと相談して、それで意外

と心がすっきりしたりとかというのもあったりするのかなというふうにちょっと思った

りもして、何が言いたいかというと、一貫校はどんどん進めていくべきかなというふう

にちょっと思っています。 

それが、いろいろとその学校の規制とか、学校と幼稚園とは違うんだよとかというの

があって、なかなか一体感は難しいとは思うんですけども、何か、ぜひ幼稚園、小学校、

中学校は少なくても一体化して進めていく、それは単純に１年、２年、５年で多分でき

るわけではないので、先ほど申し上げた、長いロードマップの中でやっていく。多分、

ほかの区でもいろいろとそういったアイデアとか意見のディスカッションとかはあると

思うんですが、北区がほかの２３区に先駆けてやってというのは、すみません、ちょっ

と乱暴な言い方をしちゃうと、ちょっと格好いいんじゃないかなというふうに勝手に思

っています。 

あと、その先生の話で少ないとかという話もあったかと思うんですけども、実はうち

の会社でも意外といろいろと講演を引き受ける機会があって、小学校、中学校とかに行

くケースもあるんですね。常に行っているというわけではないんですが、そういった社

会人が先生として行って何かお手伝いができているというのもあったりするんじゃない

かな。これは一朝一夕にはいかないとは思うんですけども、何が何でも教員を増やさな

きゃいけないとか、スクールカウンセラーを増やさなきゃいけないというよりかは、何

かちょっと違った形で人手を募るという発想もあってもいいのかなというふうに思いま

した。 

ちょっといろいろと話が散見してすみません。未来を担う人づくりで、いろんなこと

ができたらいいなという思うものを、ちょっといろいろと述べさせていただいた次第で

す。以上です。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  事務局、よろしいでしょうか。 

  きょうは極めて重要な内容がたくさん盛り込まれているので、予想されたことではあ

るんですが、９時になってしまうんですね。それで、すみません、３０分ぐらい、９時

半ぐらいまでおつき合いをいただければと思います。 

  ２－６についてはまだまだ、もう一番重要な人を育てていく、次の世代をどう育てて

いくかということなので、まだまだご意見を本当はいただかなきゃいけないんですが、

次に移ってよろしいでしょうか。 

  それでは、２－７、グローバル時代のまちづくり、そして、２－８、男女共同参画社

会の実現について、これも区民とともに、２０２０年に向けて、施策の方向性あたりを

中心にご質問、ご意見、お願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

  委員、お願いします。 
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○委員 

  ２－８、男女共同参画社会の実現の中で、２点意見と１点質問があります。 

  まず意見ですが、３５ページの今後の課題の②のところ、ＤＶ被害者の相談内容はと

いう部分なのですけれども、ＤＶ被害者のケアはもちろんとても一番大事なことなので

すけれども、最近言われているのは、加害者に対するカウンセリングが必要だというこ

とが言われておりまして、加害者は例えば警察に捕まった後、数年したら出てきます、

でも、絶対に反省はしていないし、自分が悪いとは思っていないまま出てくるんですね。

警察に捕まってない人もたくさんいますけれども、被害者が変わる、別れて離れて変わ

っても、また違う人とつき合って、また被害者がふえます。なので、被害者をふやさな

いためにも、加害者に対するケアも、どこかでできればいいかなと思います。 

  それから、男女共同参画社会の実現とか推進というところで、やっぱり男女共同参画

という言葉のイメージって、女の人が男の人と同じようにバリバリ働くとかという、い

まだにそういうイメージが持たれているようなのですけれども、３５ページの施策の方

向性の①にあるように、個人として尊重され、お互いに助け合う仕組みをつくることと

いうところで、それぞれの個人の特性を生かして、性別に関係なく働いたり勉強したり

できるように、今年入試のあり方が問題になりましたけれども、それだけでなく、例え

ば、子どもでも、男だから泣くな、弱音を吐くなと言われて育った子が、学校とか仕事

でつまずいて不登校、ひきこもりになるというケースもあったりですとか、あとは、女

の子だからご飯つくって介護してというところが、いまだにそういった性別に対する固

定概念がとても強いんですね。 

  例えば、イクメンなんていう言葉ですけれども、お母さんが子育てをしても何も言葉

はないのに、同じ子育てするパートナーなのに、お手伝いさんみたいにイクメンなんて

いう言葉があったりして、やって当たり前なのに手伝って偉いというところはやっぱり

どうなのかなとか、そういったものを大人になってから変えると、どうしても思い込み

とか、育ってきた環境とか、もろもろ出てくると思うので、ぜひ幼児から男女共同教育

をお願いしたいと思います。 

  学校の先生たちもとても研修されていて、若い先生なんかはそういったことを気にさ

れて、例えば「ちゃん」とか「君」で呼ばないで、みんな「さん」で呼ぶとかをされて

いる先生もいるんですけれども、実際に子どものときにあったんですが、鍵盤ハーモニ

カ、いわゆる、ピアニカという楽器ですね、ピンクと水色しかないんですよ。去年、何

十年ぶりかにリニューアルしたんですけど、新しい色が出なくて、その色のままで、学

校の中でも女の子色、男の子色と呼んでいる先生がいるんですね。なので、そういった

小さなところからでも性別のすり込みが始まると思うので、ぜひ幼児からみんなで考え

て行ければなと思います。 

  それから、３点目、こちらは質問なんですけれども、資料４の１０ページ、基本計画

２０１５と２０２０年の対比のところで、（２）の②暴力防止の総合的な支援の推進の

中で、基本計画２０２０のほうに、配偶者暴力相談支援センターの設置というのがなく

なっているんですが、これはなぜなのか、もしくは、これに代わるものが何かあるのか

どうかを教えてください。 

  以上です。 
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○会長 

  どうもありがとうございます。 

  ご質問に対して。 

 

○区 

  こちらですけれども、配偶者暴力相談支援センターが設置済みとなった、完了したと

いうことで削除になっております。 

 

○会長 

  よろしいでしょうか。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  委員、お願いします。 

 

○委員 

  時間もありませんので簡潔にと思っております。 

  男女参画であるか、外国人が暮らしやすいか、このテーマ自体は非常に重要ですし、

このままでよろしいかと思います。ただ一方では、地球市民とか、国際社会という視点

からすると、意外と国際会議の中であまり男女参画とか、外国人が暮らしやすいという

表現はせずに、ダイバーシティ、いわゆるユニバーサルデザインという形に大分変わっ

てきているので、近い将来には、多分こういう表現ではなくしていかないと、逆に言う

と、国際社会で通用しない人材になってしまうんじゃないかという懸念もあります。段

階的にというところもあるんですが、重要ではあるけれども、ちょっと国際社会的に通

用するような表現やニュアンスというものも、近い将来導入していくということも必要

じゃないかなという感じもいたしましたので、お願いします。 

 

○会長 

  ありがとうございます。 

  事務局、よろしくお願いしますね。 

  ほかにいかがでしょうか。 

 

○委員 

  いわゆる、外国人に優しいまちづくりを進めましょうというのは、よその区よりもた

くさん北区に外国人の方住んでくださいというメッセージと捉えるのかどうかというこ

となんですね。 

  外国人の捉え方もしっかり定義を決めて話さないと、観光客で来られる方、そして、

留学生として来られている方、あるいは、最近話題になった技能実習生の方、ワーキン

グビザを持っている方、さまざまいるわけで、長期的に区民として生活をされる方には、

区民と同じような役割を果たしてもらうという発想が必要ではないかと思うんですね。

それがどこにも書いてない。いわゆる外国人の方も北区民として役割を担っていただく。 

  特に、その外国語は得意中の得意の方が、留学生だとか、来られた方々のお世話をす
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る。あるいは、日本語のイラストを入れて、多言語でいろんな広報をしますと書いてあ

るけれども、多言語化をするのは、そういう方々に役割を担っていただく。これこそま

さに共生社会なんだと。外国人だから全部手とり足とりサポートしますよということだ

けを強調すると、北区はよその区よりもたくさん外国人に来てもらいたいというメッセ

ージを発信することになる。 

  もし、それを僕がいいとか悪いとか言っているんではなくて、もしそうだとするなら

ば、区民の合意が必要だというふうに思うんです。 

  したがって、今いる方々で、やっぱり長期的に居住する方には、役割をちゃんと担っ

ていただくという発想をどこかに持ったほうがいい、そう思いましたので、ご意見とし

て申し上げました。 

  以上です。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  大変重要なご指摘だと思います。お客さん扱いだけではないということで、やはり主

体としてきちんと権利と責任を持っていただくということだと思います。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  委員、お願いします。 

 

○委員 

  男女共同参画のところについては、私もダイバーシティであるとか、それから、一人

ひとりの人権を尊重するとか、そういう言い方でもいいんじゃないかなと思っていまし

た。 

  それで、細かいことをちょっと伺いたいのですが、３４ページの施策の方向性の②に

関わることで、性の多様性への理解促進で、これは講座とかセミナーとか、そういうも

のによって、学習啓発によって意識を向上してもらうということは非常に大事だと思う

んですが、その細かいことというのは、中学生の制服が北区には公立の学校にはあるの

かと思うんですが、どういう制服か私は全然知らないんですけど、例えば男の子はパン

ツで、それで、女の子はスカートということにもしなっているのであれば、そういうと

ころから、例えば女の子でもズボンを選べるとか、あるいは、デザイン的にもあまり性

差を強調するものではなくてということが、徐々に必要になるのではないか。 

これはやっぱり性の多様性を理解するというのは、何よりも、その講座とかセミナー

とかも非常に大事であるということは、その意義は認めているんですけども、やはり毎

日のことであって、もし性自認が生まれてきたときの性と異なる、違和感を持っている、

特に思春期の子どもたちにとっては非常に重要な問題であるし、そういった毎日の日常

的なことが非常に大事かなと思います。 

  ですので、その制服のことを知らないんですが、そういうことがあれば、徐々に変え

ていただけるといいのではないかと思いました。 

  以上です。 
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○会長 

  どうもありがとうございます。 

  事務局、よろしいでしょうか。 

それでは、お願いします。 

 

○区 

  教育振興部長です。 

  ちょっとはっきりと申し上げられなくて申しわけないんですけども、私の記憶の範囲

では、各学校とも区立の場合は標準服は決めております。ですので、その範囲内でとい

うことですけれども、ただ、個々の事情によっては、それに従わなくてもいいというと

ころは、校長の裁量によってやっているのではないかというふうに考えております。 

  今のような形でのトラブルは、今のところ起きてないんですが、今後はあるかと思い

ます。いろいろな形で出てくるんではないかなと思います。トラブルがあるということ

ではなくて、必要性ですね、今のような考え方の。ですので、この場ではっきりしたお

答えができなくて申しわけないのですが、十分に検討させていただきたいというふうに

思います。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  ほかに。 

  委員、よろしいですか。お願いします。 

 

○委員 

  皆さんの意見を聞いていて、なるほどと思いながらいたんですけども、私が住んでい

るところは滝野川西地区です。近くにフランス人学校ができまして、商店街、朝早くか

ら、また夕方になるとスクールバスが１７号のところ、渋滞するぐらい来たりしていて、

言葉はフランス語で話しているというのはわかります。で、英語でないので全然よくわ

からないんですけど、子どもたちも大人もフランス語で話しています。 

  初め、商店街ではフランス学校ができるということで、何か地域のイメージアップに

なるんではないかとかという期待感もあったんですけども、ここ何年かたってますが、

なかなかその交流というところまで行かなくて、実は、滝野川西の円卓会議の席で、フ

ランス人学校との交流のことが話題になったんですね。それで、ぜひこういう円卓会議

にも、そのフランス人学校の誰か、学校の方でも構わないんですけど、出ていただいて、

その方たちがこの地域をどう見ているか聞きたいねというようなご意見が円卓会議であ

りました。 

  それで、学校が、滝野川紅葉中学校がフランス人学校の隣なので、サッカーとかの交

流はあるようです。夏祭りに模擬店のお手伝いにＰＴＡが手伝いに行ったという報告も

あるんですが、でも、それっきりだということと、やはり、駅からの商店街の間、近く

に駄菓子屋さんがあったり、コンビニがあったりして、その親子であったり、学生さん

たちがお菓子を食べながらとか、温かく見守ってはいるんですけども、時には道路に座
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り込んだりしているというか、マナーの面でなかなか注意ができなかったり、地元の子

だったらきっとだめだよとか言えるんだけど、お国が違うということで、なかなか垣根

があります。そして、そこが一つ地域の課題になってきているということです。 

  どうしたら仲よくなれるかとか、交流ができるのかなというふうに思うんですけど、

やはり住んでいる方じゃないので、なかなか自治会とか地域の方とかも交流が持ちにく

くって、ＰＴＡの会長さんのご意見で、例えば学校でクリーンキャンペーンというのを

やっているんですけど、フランス人学校の子たちも、その駅から商店街まで歩くわけだ

から、そういうこともやってもらってもいいんじゃないかなというような意見です。そ

のこともあって、とにかく今は円卓会議の中で、先ほど渡辺委員さんとかもおっしゃっ

た、形ばかりの代表者が出てきて自己紹介だけの円卓会議、ちょっと話がまた戻ってし

まうんですけど、そういう会議だったらなかなか活性化できないし、今回、ちょっと最

後に国際交流に関する今の話が出て、少し円卓会議の質がよくなってきたのかなという

ふうに思っております。 

  以上でございます。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  国際交流という、総論としては全く誰も異論はないんだけど、具体的な現場に行くと

いろいろな問題が出てくるので、やはり、そういったことも踏まえての記述になってい

るといいですね。ぜひ、お願いします。 

  副会長、振っていいですか。 

 

○副会長 

  全体的なことで幾つか申し上げさせていただければと思うんですが、基本計画、全体

の中で今までにも議論があったと思うんですが、北区の顔はどこにあるのかという話と、

あと、私個人的に考えているのは、この文章をずっと読んでいると、ほとんど主語がな

いんですね。この主語は区はというふうに、区というのが主語なのかどうなのかという

こともあるし、中を見てみますと、例えば開業率の話であるとか、いろんな形で、区と

は必ずしとも言えないようなところもある。 

  何が言いたいかというと、その全体的に主語と、それから、誰に期待をして、この計

画のつくり方で非常にいいのは、区民とともにというところがあって、ここは区民に何

を期待して、そして区は何をやりますかというところは、非常にはっきりしてわかって

いいなと思うんですけども、それをもう少し全体の体系の中に落とし込んだときに、そ

の主語と、それから、期待する相手というのが、ちょっと見えてこなくなっているとい

うのが気になっているのが１点です。 

  もう一つは、その北区の中で、例えば、飛鳥山の話とか、いろいろ文化の話があった

んですけども、これすごく北区の財産だと思うんですね。私が住んでいるところだと、

こんなものはないので、こういうような文化遺産がないので、やっぱり、その北区とい

う顔が出てくるところを、やっぱり基本計画の中で大事にしていただいて、これを通じ

て、その若い人たちに北区を知っていただいて、そして、コミュニティを活性化すると
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ころに使われていくというような横串で使うためには、北区という顔をいかにしてつく

っていくかというところも、少し考えていただけるとおもしろいんじゃないかなという

ふうに思っております。 

  それから、３点目が、私も別に専門家ではないですが、やっぱり外国人って一くくり

にできないところがあって、技能実習生の方もいれば、ハイスキルな方もいるし、留学

生もいるし、その方々はしかも国籍はばらばらだし、非常に一まとめで言えなくて、た

だ、こうなってくると外国人って一くくりになっちゃうんですけども、そうじゃなくて、

やっぱりそこは丁寧に対応していく必要があるし、区や、あるいはいろんな自治体によ

って国籍の違いがあると思うので、そこら辺はしっかりと、例えば、ミャンマーの方が

多ければミャンマー語のものを用意するとかというようなことが必要かなと思います。 

  とは言いながら、多言語化というのはコストが非常にかかりますし、そういった人た

ちをどうやって呼ぶのかということも難しいですし、小学校の中でそういった子どもた

ちに対する日本語教育がどれだけ難しいかというのもわかるんですが、そういったこと

もあわせて考えていただければおもしろいんじゃないかなと思います。 

  最後なんですが、２点だけつまらない話ですけど、女性活躍って私ちょっとトラウマ

がありまして、女性活躍がここにいろいろと定義されているんですが、結局働くことか

という話にならないように、そこは丁寧に定義してやらないといけないかなと。女性活

躍の本を書いたときに、みんなに女性活躍を定義してくれとめちゃくちゃに怒られたこ

とがありまして、非常に危ない言葉かなと思っています。 

  それから、ＬＧＢＴの話の中で、うちの大学は今何が困っているか、トイレなんです

ね。制服と同じように、やっぱりトイレの問題なんかも、特に中学校になるといろいろ

とあると思うので、そこら辺もちょっと考えていただければいいかなと思います。 

  すみません、以上であります。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

  大分時間も経過してしまったというのを先に言うと、これでそろそろ締めたいという

意思表示になってしまうんですけれど、２－７、２－８についてよろしいでしょうか。 

  ありがとうございます。 

  最後に、資料３と資料４について、何かご質問やご意見ございましたらお願いします。

これまでも関連してご指摘もあったので、これについてはよろしいでしょうか。 

 

今日は、大変内容が多岐にわたりながら、非常にある意味では、北区の人と暮らしど

うつくっていくのかというところの根幹にかかわるような課題が多く出てきたかと思い

ます。そういう中で、二次元の体系図では見えないところというご指摘がありましたけ

ど、やはりいろんな区の中の全庁的な連携もあれば、区民やいろいろや組織との民間の

団体、企業との連携とか、そういったものもあって、それを基本計画の中で書ける範囲

というのは非常に限られていると思うんですが、それが何かこう三次元の向こう側が

時々ちらちらと見えるようなイメージがやっぱり欲しいのかなと、欲しいですねという

ことを強く感じました。 
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それから、北区らしさというのはいろいろなところで、飛鳥山のようなすばらしい資

産もあれば、一方では、起業のとき、中小企業ではなくて、もっと小規模な事業者の方

たちが起業していくようなことが多いので、サジェスチョンいただきましたけど、それ

は業を起こすということと同時に、やはり地域の課題に区民が答えるというアクション

でもあるし、さらには、区民が生き方、働き方を模索していくということでもあると思

うので、そうすると、そういう産業の話が生涯教育と結びついてきたりもするので、そ

れこそ、それが三次元的なことにもかかわってくるのかなという気がしました。 

それでは、以上で用意されている議事、一通り終わりました。大幅に時間を超過して

しまいましたが、本当に熱心にご議論いただきまして、ありがとうございます。 

事務局は、きょうの議論を踏まえて計画に反映できる部分について、積極的に反映し

ていただきますようお願い申し上げます。 

  それでは、事務局、次回以降の日程についてお願いします。 

 

○区 

  本日もたくさんのご意見、ありがとうございました。ご意見を受けとめて、また来年

もこの検討会、進めさせていただけたらと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

  次回の日程でございますが、次第の課題にお示しのとおり、来年平成３１年１月２１

日、月曜日になります。午後６時３０分から開催をさせていただきたいと思いますが、

会場につきましては、岸町ふれあい館の３階にあります第５集会室というところになり

ます。第１回目のときと同じ会場になりますが、お間違えのないようにお願いしたいと

思います。 

  開催通知は別途送付をさせていただきたいと思います。 

  また、本日の議事録につきましては、次回の検討会に間に合えば、皆様にご確認をし

ていただくために席上に配付をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  ありがとうございます。 

 

○会長 

  どうもありがとうございます。 

次回は、１月２１日、月曜日の午後６時半から、会場は岸町ふれあい館のほうに移る

ということです。 

  委員の皆様から、ほかに何かございませんか。 

  よろしいでしょうか。 

  ほぼ３時間という長丁場、熱心にご意見を交わしていただきまして、本当にありがと

うございます。次回はできれば２時間ぐらいでおさめたいなと思いますが、やはり、北

区の将来にかかわることですので、必ずしも２時間に制限せずに行きたいとも思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

  きょうの検討会はこれで終了いたします。ありがとうございました。 


